
【今月の主な内容】
6月は「環境月間」 6月5日は「環境の日」 
 「高齢者向け給付金」の申請受付を行っています
第4次八女市男女共同参画行動計画が策定されました
平成28年度 市県民税について

梅
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

県
内
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
立
花
町
谷
川
の
梅
園
で
５

月
12
日
㈭
、
小
梅
の
初
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
摘
ん
だ
梅
は
赤
く
色
付
く「
光
陽
」と
い
う
品
種
。

今
年
の
生
育
は
平
年
並
み
で
品
質
は
良
好
で
す
。
小
梅

の
収
穫
は
６
月
初
旬
ま
で
、
大
梅
の
収
穫
は
７
月
上
旬

ま
で
収
穫
出
荷
さ
れ
ま
す
。
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６月は「環境月間」
6月5日は「環境の日」

３Ｒとは、リデュース（Reduce：ごみを減ら
す）、リユース（Reuse：繰り返し使う）、リサ
イクル（Recycle：資源として再生利用する）
の英単語の頭文字３つのＲを指します。

３
Ｒ
に
取
り
組
も
う

②リユース
（Reuse）
繰り返し使う

①リデュース
（Reduce）
ごみを減らす

③リサイクル
（Recycle）
資源として再生
利用する

3Ｒ

　

ご
み
を
自
宅
や
畑
で
燃
や
し
て
処
分
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止

さ
れ
、
違
反
者
に
対
し
て
は
、
罰
則
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

  

農
作
業
や
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
等
の
行
事
な

ど
「
焼
却
禁
止
の
例
外
」
の
場
合
で
も
生
活

環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
近
隣
の
人
か

ら
『
悪
臭
が
す
る
』『
煙
で
洗
濯
物
が
干
せ

な
い
』
と
い
っ
た
苦
情
が
出
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

環境基本法において、「事業者及び国民の間に広く環境の保全についての関心と
理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する活動を行う意欲を高める」
という目的で、６月５日を「環境の日」と定めています。「環境の日」には、少し
だけでも「身近な環境」と「ごみ」のことに目を向けてみませんか。

野
焼
き
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
！

ご
み
の
減
量
に
向
け
て
　

～
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
～

　

平
成
26
年
度
か
ら
「
小
金
属
類
」「
ス
プ
レ
ー
缶
」「
小
型
廃
家
電
」
の
分
別
に
取
り
組
み
、

近
隣
市
町
で
も
突
出
し
て
い
た
不
燃
ご
み
を
、
大
幅
に
減
量
（
資
源
化
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
参
照
）。
し
か
し
、
捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で

き
る
、
び
ん
類
・
缶
類
・
紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
「
資
源
ご
み
」
や
、
ま
だ
使
え
る
よ

う
な
品
物
も
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
用
品
を
ご
み
と
し
て
出
す
前
に
、
資
源
ご
み
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
、リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
品
物
が
な
い
か
、も
う
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
ま
た
物
を
大
切
に
使
う
心
を
育
て
る
た
め
に
も
、

３
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

八女市 大川市広川町筑後市 大木町
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八女西部クリーンセンターにおける
不燃ごみ処理量（H23)

　 人口１人あたりの
    ごみ排出量（kg）
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八女市 大川市広川町筑後市 大木町
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燃
え
る
ご
み
の
出

し
方
に
は
「
マ
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す

犬
の
『
フ
ン
』
は
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

野
良
猫
に
『
え
さ
』

を
与
え
な
い
で
！

無
許
可
で
の
不
用
品
（
ご
み
）
回
収
行
為
に
ご
注
意
を

不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
置
場
設
置
事
業
補
助
金

1
生
ご
み
は
、
水
切
り
を
し
て
で
き

る
だ
け
袋
の
中
心
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

2
収
集
日
以
外
や
収
集
日
の
前
日
か

ら
の
ご
み
出
し
は
、
控
え
ま
し
ょ
う
。

3
ネ
ッ
ト
の
あ
る
燃
え
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ネ
ッ
ト
を
き
ち

ん
と
掛
け
ま
し
ょ
う
。

4
そ
の
ご
み
に
資
源
は
混
じ
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ

イ・古
紙・古
布
類
は
再
生
で
き
ま
す
。

ま
た
、
び
ん
・
缶
・
燃
え
な
い
ご
み

等
は
燃
え
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
せ
ま
せ
ん
。

環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
行
政
区

に
お
け
る
不
燃
ご
み
・
資
源
ご
み
置

場
の
設
置
ま
た
は
改
築
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
行
政
区
が
設
置
ま
た
は
改

築
し
、管
理
す
る
不
燃
ご
み
・
資
源
ご

み
置
場
で
あ
る
こ
と
。※
過
去
３
年
以

内
に
設
置
ま
た
は
改
築
を
行
い
、一
度

補
助
金
を
受
領
し
て
い
る
場
合
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◦
補
助
金
額
＝
１
か
所
に
つ
き
設
置

費
の
３
分
の
１
以
内
（
限
度
額
は
下

表
の
と
お
り
）

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
ご
み
置
場
の
平
面
図
・
立
面
図
（
工

事
内
容
が
分
か
る
も
の
）

②
見
積
書
（
工
事
の
金
額
明
細
が
分

か
る
も
の
）
※
事
前
に
工
事
着
手
さ

れ
た
場
合
は
補
助
金
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環
境
衛
生

協
議
会
事
務
局
（
八
女
市
役
所
環
境

課
）☎
２
３
・
１
４
６
２

内　　容 限 度 額

不燃ごみ置場のみの設置・改築 50,000円

資源ごみ置場のみの設置・改築 100,000円

不燃ごみと資源ごみ置場を併用
する設置・改築 100,000円

燃
え
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
集
積
所
）

を
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
空
き
地
を
利
用
し
て
不
用
品
（
ご
み
）
を
回
収

す
る
行
為
や
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
町
内
を
巡
回
し

不
用
品
を
回
収
す
る
行
為
に
は
、
廃
棄
物
処
理
法

に
基
づ
く
「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
」
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
者
の
大
半
は
無
許
可
で
営
業

し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
家
庭
の
廃
棄
物（
ご
み
）

は
「
一
般
廃
棄
物
」
で
す
の
で
、
特
に
業
者
が
、
消

費
者
に
回
収
料
金
・
処
分
料
金
（
代
金
）
を
求
め

る
こ
と
は
違
法
で
す
。
も
し
、
業
者
か
ら
代
金
を
求

め
ら
れ
た
場
合
は
、
引
き
渡
し
を
断
り
、
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
八
女
市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
金
属
お
よ

び
家
電
製
品
の
資
源
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
処
分
さ
れ
る
際
は
、
各
行
政
区
の
資
源
ご
み

置
き
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
八
女
西
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

自
転
車
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
大
型

の
廃
家
電
や
金
属
製
品
は
八
女
市
役
所
本
庁
舎
で

引
き
取
り
ま
す
。
引
き
取
り
に
係
る
費
用
は
発
生

し
ま
せ
ん
。（
持
込
受
付
は
平
日
8
時
30
分
か
ら
16

時
ま
で
）

　
こ
れ
ら
の
再
資
源
化
に
よ
り
発
生
し
た
売
却
益

は
、
市
に
受
入
れ
を
行
い
、
ご
み
処
理
に
要
す
る
経

費
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・

室
外
機
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
「
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
の
対
象
品
目
で
す
の
で
、
家
電
販
売
店

に
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
道
路
や
公
園
な
ど
で
犬
の
『
フ
ン
』

を
踏
み
つ
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。そ
の
日
の
気
分
は
台
無
し
で
す
。

落
ち
て
い
る
犬
の
フ
ン
の
多
く
は
散

歩
時
に
一
部
の
無
責
任
な
飼
い
主
が

持
ち
帰
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で

す
。
き
ち
ん
と
持
ち
帰
っ
て
い
る
飼

い
主
ま
で
が
偏
見
な
ど
で
迷
惑
し
ま

す
。
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

◦
「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
か
わ
い

い
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
安

易
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
野
良
猫
が
住
み
つ
い
て
繁
殖
す

る
な
ど
し
て
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。（
併
せ
て
、
飼

い
猫
の
ト
イ
レ
の
し
つ
け
も
お
願
い

し
ま
す
）。

※
３
月
に
配
布
し
た「
ご
み
出
し
日
程
表
」

（
カ
ラ
ー
刷
り
）
を
見
て
い
た
だ
き
、
燃

え
る
ご
み
の
収
集
日
の
確
認
や
資
源
ご
み

の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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小
魚
が
住
め
る
清
ら
か
な
小
川
を
少
し
ず

つ
で
も
増
や
す
た
め
に
は
、
環
境
汚
染
の
７

割
と
い
わ
れ
る
生
活
排
水
を
浄
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

浄
化
槽
は
、し
尿
と
共
に
生
活
雑
排
水
（
台

所
、
風
呂
お
よ
び
洗
濯
排
水
）
を
生
態
系
に

負
担
を
か
け
な
い
程
度
ま
で
浄
化
す
る
優
れ

た
設
備
で
す
。
こ
の
浄
化
槽
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
設
置
者
（
下
水
道
認
可
区
域
お

よ
び
共
同
住
宅
等
を
除
く
）
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

優
れ
た
設
備
で
は
あ
り
ま
す
が
、
管
理
を

怠
る
と
そ
の
効
果
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が

重
要
で
す
。

①
保
守
点
検　
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
と
委

託
契
約
し
て
定
期
的
に
点
検
す
る
。

②
清
掃（
年
１
回
以
上
）　

市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
と

委
託
契
約
し
て
実
施
す
る
。

浄
化
槽
の
点
検
と
清
掃

は
法
律
で
も
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、罰
則
も
あ
り
ま
す
。

清
ら
か
な
流
れ
の
ふ
る
さ
と

を
守
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

補
助
金
の
額
に
つ
い
て

　
下
水
道
認
可
区
域
を
除

き
、国
庫
基
準
額
に
基
づ
き
、

上
の
表
の
額
を
限
度
と
し
て

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
（
集
合
住
宅
・

店
舗
・
事
務
所
を
除
く
）。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を
処

理
す
る
施
設
で
あ
り
、
私
た
ち
に
快
適
な
生

活
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
わ
な
い
と
河
川
や
海
な

ど
を
汚
す
原
因
と
な
り
、
悪
臭
の
原
因
と
も

な
り
ま
す
。

1
浄
化
槽
は
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

①
ブ
ロ
ワ
の
電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
天
ぷ
ら
油
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
保
守
点
検
・
清
掃
は
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

2
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

浄
化
槽
を
新
し
く
設
置
し
た
場
合
は
、
使

用
開
始
の
直
前
に
１
回
目
の
保
守
点
検
を
受

け
、
使
用
開
始
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
５
か
月
の
間
に
、
本
来
の
性
能
を
有
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
法
定
検

査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
浄
化
槽
に
は
、
定
期
的

な
保
守
点
検
や
清
掃
に
加
え
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
清
掃
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
第
三
者
機

関
（
県
知
事
の
指
定
検
査
機
関
）
に
よ
る
法

定
検
査
受
検
が
年
１
回
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

地区名 旧八女市地区
河川名 山の井川 花宗川 中の井川

測定地点 山　内 黒　土 豊　福 大　島 室　岡 下津江 高　塚 大の井手
（上稲富） 前古賀 北馬場 納　楚 下稲富

5 ～ 9月 0.8 1.0 17.0 1.5 2.2 1.4 2.3 2.4 2.6 14.0 2.1 11.0 

10 ～ 4月 1.1 1.2 11.0 1.4 2.0 1.3 2.8 2.0 1.9 9.4 1.3 15.0 

地区名 黒木地区 立花地区
河川名 剣持川 笠原川 田代川 矢部川 中原川 白木川 大倉谷川 辺春川 柳川用水 遠久谷川
測定
地点

古賀橋
付近

中学橋
付近

唐干田
橋付近

釜屋宮
付近

花宗
溜池 山下橋 合ノ原橋 川原田橋 城ノ下橋 紅葉橋 山中橋 中島橋 社日橋 眼鏡橋

8月 0.5未満 0.9 0.6 0.7 3.2 0.6 0.7 1.0 0.7 1.0 0.5 0.8 1.1 0.6

2月 0.6 1.2 1.0 1.0 1.4 1.1 1.7 1.4 1.8 2.3 1.0 1.0 1.5 0.5

地区名 立花地区 上陽地区 矢部地区 星野地区
河川名 鳴竹川 広川 下横山川 横山川 星野川 柏木川 矢部川 樅鶴川 御側川 星野川
測定
地点

柚ノ木
付近

耳納大橋
付近

市道下横
山線沿い

市道黒岩
線沿い

藤木区消防
道路付近

北川内公
園付近 半沢区堰 西園

付近
所野広場

付近
神ノ窟
付近

稗田
付近

十籠交差
点付近

年の神橋
付近

8月 0.5 1.2 0.8 0.6 0.6 0.6 0.7 0.5未満 0.6 0.6 1.6 0.7 3.4

2月 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 0.5 0.5 0.7 0.8 0.6 0.7 0.7 1.0

※旧八女市地区の表の数値は、BOD（水の汚れの程度を示す単位。数値が大きいほど汚れた水）を示します。環境基準は、通水期（5
月～ 9月）は3㎎ /ℓ以下、停水期（10月～ 4月）は5㎎ /ℓ以下が目標です。表の数値は、年間検査集計の75％値です。

※黒木地区、立花地区、上陽地区、矢部地区および星野地区の表の数値は、BODの実測値です。これらの地区の河川の環境基準値は、
2㎎ /ℓ以下です。

（単位：㎎/ℓ）

八女市の河川
の水質の状況

河川の汚濁の主な原因は、家庭から浄化されずに流される台所、洗濯、風呂水等の
生活排水です。これらの排水に気をつけていただくとともに、下水道への加入と浄化
槽の設置について、ご協力をお願いします。また、単独処理浄化槽を設置されてい
る家庭も、合併処理浄化槽への切り替えをお願いします。

5人槽 7人槽 10人槽

332,000円 414,000円 548,000円

平成
27年度

浄
化
槽
は
「
生
き
物
」
で
す

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
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市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会

で
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
生
ご

み
処
理
器（
機
）の
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
（
下
表
参

照
）。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

《
①
②
の
場
合
》

購
入
価
格
か
ら
補
助
金
額
を
差

し
引
い
た
代
金
と
印
鑑
（
申
請

時
、
窓
口
に
お
い
て
差
引
補
助
）

《
③
の
場
合
》

購
入
し
た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

の
領
収
書
、
保
証
書
（
販
売
店
の

記
載
が
必
要
）、
奨
励
金
振
込
口

座
通
帳
（
コ
ピ
ー
可
）、
印
鑑

（
注
意
）
生
ご
み
処
理
器
の
利
用

は
臭
い
を
伴
い
ま
す
の
で
、
設

置
に
際
し
て
は
周
辺
住
民
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
補
助
金・奨
励
金
申
請
の
問
い

合
わ
せ

▽
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）
▽
立
花

支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
２

３
・
４
９
３
３
）
▽
上
陽
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４
・

２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
（
☎
４
７
・
３
１

１
１
）
▽
星
野
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

市
役
所
本
庁
南
側
１
階
に
、
今
年
も
緑
の

カ
ー
テ
ン
（
９
年
目
）
を
設
置
し
、
地
球
環

境
に
優
し
い
環
境
保
全
型
家
庭
菜
園
の
モ
デ

ル
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
つ
る
性
植
物
を

利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
遮
断

効
果
、
葉
の

気
孔
か
ら
の

水
分
蒸
散
に

よ
り
、
日
差
し

や
騒
音
を
和

ら
げ
て
く
れ

る
だ
け
で
は
な

く
、
室
内
温

度
の
上
昇
も

抑
え
る
効
果

な
ど
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
効
果
と
、
地
球

温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
削

減
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
で
き
ま
す
。

た
か
が
植
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
真

夏
に
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
肌
を
刺
す
よ

う
な
太
陽
の
日
差
し
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
木

陰
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
植
物

な
ら
で
は
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、
過
去
の

実
績
か
ら
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、
室

内
の
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度
を
、
数
℃
上
げ
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

「
ニ
ガ
ウ
リ
等
」
の
つ
る
性
植
物
を
植
え

て
、
強
い
日
差
し
を
遮
断
し
、
涼
し
い
風
情

を
つ
く
り
だ
す
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

種　　類 内　　容 価　格 補助金額

①コンポスト 畑据付型 7,066円 2,000円

②EMバケツ バケツ型 2,060円 1,000円

③電気式処理機 屋外・屋内
設置型 購入価格

購入価格の
２分の1
(奨励金)

※③奨励金の額は、１台につき15,000円を限度とします。

ご
み
減
量
の
た
め
の

「
生
ご
み
処
理
器
」
購
入
補
助
金

｢

緑
の
カ
ー
テ
ン｣

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

　本年も光化学オキシダント濃度が上昇する時期（概
ね３月～８月）に入っています。光化学オキシダントは、
工場の煙や自動車の排出ガスなどに含まれる窒素酸化
物や炭化水素などが、太陽の紫外線により光化学反
応を起こし生成された有害な物質です。この物質によ
るスモッグを光化学スモッグといい、ある濃度以上に
なると目がチカチカしたりのどが痛くなったり、植物
に悪い影響が出たりすることがあります。
◦光化学オキシダント注意報等のお知らせ方法
　高濃度のオキシダントが発生した場合、福岡県が市
町村毎に注意報等を発令します。八女市に注意報等
の発令が行われた場合は、速やかにＦＭ八女の一斉
放送でお知らせします。また、注意報が解除された場
合も同様にお知らせします。
◦注意報等発令時の行動の目安
　外出は控え、屋外での作業や運動はやめて、家の
中に入りましょう。目や喉に刺激を感じたときは、洗
眼やうがいをし、室内で安静にしましょう。症状がひ
どい場合は、医療機関を受診してください。
◦被害を受けたら
　環境課もしくは各支所まで連絡をお願いします。

　大気中に浮遊する小さな粒子のうち、粒子の大きさ
が2.5マイクロメートル以下の非常に小さな粒子のこと
です。ＰＭ2.5は、物の燃焼等によって直接排出される
ものと大気中での化学反応により生成されたものとが
あり、その成分には炭素成分、硝酸塩、硫酸塩などの
無機元素などが含まれます。また、さまざまな粒径の
ものが含まれており、地域や季節、気象条件等によっ
て組成も変動します。粒子の大きさが非常に小さいた
め、肺の奥深くまで入りやすく、喘息や気管支炎など
の呼吸器系疾患への影響のほか、肺がんのリスクの上
昇や循環器系への影響も懸念されています。
◦ＰＭ2.5に係る注意喚起のお知らせ方法
　PM2.5の濃度が、注意喚起のための暫定的な指針
値である日平均値70マイクログラム/㎥を超えると予
測される場合に、福岡県が注意喚起を行います。注意
喚起の判断は、福岡県が早朝と午後の早い時間に行
います。福岡県が筑後地域に注意喚起を行った場合、
速やかにFM八女の一斉放送でお知らせします。また
注意喚起が解除された場合も同様にお知らせします。
◦注意喚起時の行動の目安
　不要な外出や屋外での長時間の激しい運動をでき
るだけ減らしましょう。換気や窓の開閉を最小限にし、
外気の屋内への侵入をできるだけ少なくしましょう。
特に呼吸器系や循環器系疾患のある方、小さいお子
様やご高齢の方は、体調の変化に注意しましょう。

　福岡県の防災情報等メール配信システム（防災
メールまもるくん）に登録いただくと、光化学オキシ
ダント注意報発令等やＰＭ2.5注意喚起の情報が配
信されます。登録は、携帯電話やスマートフォンで
mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jpに空メール
を送信するか、下記のＱＲコードを読み取って行うこ
とができます。また、大気汚染の情報が公表されてい
る福岡県のホームページに、八女市
のホームページからリンクをはって
いますのでご利用ください。
◦問い合わせ＝環境課環境保全係

（☎２３・１４６２）　

光化学オキシダント、微小粒子状物質
（ＰＭ２．５）についてお知らせします。

◉光化学オキシダントとは

◉微小粒子状物質（ＰＭ2.5）とは

◉注意喚起や注意報等発令情報の入手方法

QR コード
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「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい高齢者を支援する
ために、「高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」を給付します。

【給付対象者】
平成 27 年 1 月 1 日に八女市に住民票があり、
平成 27 年度分の市町村民税（均等割）が課税されていない人のうち、
平成 29 年 3 月 31 日までに 65 歳以上になる人（昭和 27 年 4 月 1 日以前に生まれた人）

【給付額】
１人につき３０, ０００円

【申請方法】
「高齢者向け給付金」を受け取るには申請が必要です。
対象になる可能性がある人（世帯）には、５月１３日に申請書を発送しています。
該当される人は、原則として郵送による申請をお願いします。
※詳しくは、申請書同封チラシや八女市ホームページをご覧ください。

【申請期間】　５月１６日㈪～８月１６日㈫　※消印有効

【申 請 先】　八女市臨時給付金担当　☎（０９４３）２４・８０９１／２４・８０９２

※郵便での提出が困難な場合、次の窓口で受け付けます。

「高齢者向け給付金」の
申請受付を行っています

庁舎 受  付  窓  口 窓口受付期間 受付時間

本庁
２０７会議室

（本庁南庁舎２階）
「臨時給付金担当」窓口 ５/16 ㈪～８/16 ㈫

平日 9 時～ 17 時 15 分
（土・日、祝日を除く）
※６月中の水曜日は 9:00 ～ 19:00

各支所 市民生活福祉課窓口 平日 9 時～ 17 時 15 分
（土・日、祝日を除く）

▼市・県・国などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預け払い機）の操作をお願いすることは、
絶対にありません。
▼ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にありません。
▼「高齢者向け給付金」のために手数料などの振込を求めることは絶対にありません。
▼ご自宅や職場などに市・県・国などをかたった不審な電話がかかってきたり、不審な郵便が
届いたりしたら、迷わず八女市臨時給付金担当や最寄りの警察署にご連絡ください。

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にご注意ください�
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童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。「
現

況
届
」
は
、子
育
て
支
援
課
か
ら
６
月
13
日
㈪
に
発
送
し
ま
す
。

内
容
を
確
認
後
に
押
印
し
、
必
要
な
書
類
を
付
け
て
、
切
手

を
貼
っ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
は
市
役
所
本
庁
や
各
支
所
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

⃝

受
付
期
間
＝
６
月
15
日
㈬
か
ら
６
月
30
日
㈭
ま
で
の
間
に
同

封
の
返
送
用
封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
中
に
持
参
す
る
人
は
、
八
女
市
役
所
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
に
平
日
の
９
時
か
ら

17
時
15
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
本
庁
で
は
、
水
曜
日
の

み
19
時
ま
で
受
付
で
き
ま
す
）。

⃝

添
付
す
る
も
の
＝
①
受
給
者
（
父
ま
た
は
母
、扶
養
義
務
者
）

の
健
康
保
険
証
の
表
面
の
写
し

②
受
給
者
が
児
童
と
別
住
所
の
場
合
は
、
別
居
監
護
申
立
書

（
児
童
が
八
女
市
外
の
場
合
は
児
童
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本
が

必
要
で
す
）。

③
受
給
者
が
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
八
女
市
に
転
入
し

た
場
合
は
、
受
給
者
と
配
偶
者
の
前
住
所
地
の
平
成
28
年
度

所
得
課
税
証
明
書
（
平
成
27
年
分
）。

※
父
母
の
う
ち
所
得
の
高
い
人
が
受
給
者
に
な
る
た
め
、
平
成

27
年
中
の
所
得
で
受
給
者
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
手
続
き
の
た

め
来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
は
、
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
係

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
被
保

険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

お
よ
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て

健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。被
保
険
者
全
員
に
、

４
月
下
旬
に
受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

⃝

受
診
対
象
者
＝
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
健
康

診
査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病
（
※
）
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
者
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
そ
の
他
の
疾
病
で
、
内
臓
脂
肪
の

蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

⃝

受
診
期
間
＝
平
成
28
年
４
月
下
旬
～
平
成

29
年
３
月
31
日
（
年
1
回
）

⃝

受
診
票
の
送
付
時
期

ア
平
成
28
年
４
月
末
現
在
で
被
保
険
者
の
人

…
…
４
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す

イ
平
成
28
年
５
月
以
後
に
被
保
険
者
と
な
る

人
…
…
被
保
険
者
と
な
る
月
（
75
歳
の
誕
生
月

な
ど
）
の
上
旬

⃝

受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
一
人
５
０
０
円

⃝

受
診
の
方
法
＝
健
康
診
査
実
施
の
医
療
機
関

（
左
表
参
照
）
で
個
別
に
予
約
の
う
え
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
八
女
市
外
で
の
受
診
を
希
望
さ

れ
医
療
機
関
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝

▽
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・

３
１
１
１
／
O
０
９
２
・
６
５
１
・
３
９
０
１
）

http://w
w

w.fukuoka-kouki.jp/

▽
八
女
市
役
所 

市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
／
O
２
３
・
３
７
３
７
）

地域 健康検査実施機関 住所 電話番号

八女

黒岩外科医院 本町 23・2858
山田医院 本町 23・4853
藤本産婦人科小児科 本町 23・2733
井上クリニック 本町 30・2020
東医院 本町 23・5212
三浦医院 本町 23・3928
江上内科クリニック 本町 24・0113
池田レディスクリニック 本村 23・5555
吉山クリニック 稲富 30・2200
公立八女総合病院 高塚 23・4131
大内医院 酒井田 24・1398
城戸医院 鵜池 23・5303
吉田胃腸内科医院 室岡 23・3806
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
富田クリニック 蒲原 24・4810
麻生医院 宅間田 23・5800
八女リハビリ病院 吉田 23・7272
中野内科循環器科 吉田 25・3010
柳病院 吉田 23・2176
戸次循環器科内科医院 馬場 22・3100
草場内科循環器科医院 納楚 23・5171
下津浦医院 津江 22・2564
川﨑病院 津江 23・3005
八媛病院 本 22・4176
ごんどう内科クリニック 山内 23・3010

上陽 後藤内科医院 北川内 54・2221
しばた医院 北川内 33・7373

立花

みやざき内科 谷川 37・0008
辺春診療所 上辺春 36・0010
中村内科医院 谷川 37・1601
岡村医院 北山 23・2770
林医院 山崎 23・5557

黒木
今村循環器内科 本分 33・2115
冨田医院 黒木 42・0173
クリニックくろぎ 今 42・0887

矢部 矢部診療所 矢部 47・2700
星野 山口医院 十籠 52・3131

年に1度は健康診査
を受けましょう

児
童
手
当
の「
現
況

届
」は
忘
れ
ず
に

後期高齢者
の皆さん

500円

児

後
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八女市を愛しふるさとに誇りを
持つ子どもたちを育む
　八女市教育委員会は、県下の市町村に先駆けて平成 16 年に「八女市教育の日を定める条例」を施行し
て以来、八女市を愛しふるさとに誇りを持つ子どもたちを育むために、さまざまな取り組みを行っています。

　
八
女
市
教
育
委
員
会
の
組
織
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
教
育
委
員
長
と
教

育
長
を
一
本
化
し
た
新
し
い
教
育
委
員

会
制
度
へ
移
行
し
、
教
育
行
政
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
に
は
、
市
長
が
主
宰
す
る
総
合

教
育
会
議
（
市
長
と
教
育
委
員
会
が

メ
ン
バ
ー
）
を
設
置
し
、「
八
女
市
教

育
大
綱
（
5
か
年
計
画
）」
の
策
定
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
と
市
長
部
局
の
一
層
の
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
市
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
一
層
の
関
心
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
、
新
し
い
教
育
委
員
会

制
度
へ
移
行
し
ま
し
た

前列右から　内藤教育長職務代理、西島教育長、金ケ江委員　
後列右から　山崎委員、加藤委員

教育委員会

委
員

委
員

教
育
長

教
育
長

職
務
代
理

委
員

八女市教育委員会の組織

教育次長
学校教育課
人権・同和教育課

事務局
【小学校 15 校】
福島小学校 
長峰小学校 
上妻小学校 
三河小学校 
八幡小学校 
忠見小学校 
川崎小学校 
岡山小学校 
上陽北汭学園小学校
黒木小学校 
黒木西小学校
筑南小学校 
立花小学校 
矢部小学校 
星野小学校

【中学校 10 校】
福島中学校 
南中学校 
見崎中学校 
西中学校
上陽北汭学園中学校
黒木中学校 
筑南中学校 
立花中学校
矢部中学校
星野中学校
 

【教育研究所】
【教育相談室】
【適応指導教室】

教育機関

・教育長と4 人
の委員で構成
・教育長の任期
は 3 年
・委員の任期は
4 年

教育委員
会の紹介

「いただきまーす」
福島小学校 1 年生の給食の時間。
みんなおいしそうに給食を食べています。
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八
女
市
の
自
然
や
文
化
・
歴
史
・

産
業
な
ど
を
ま
と
め
た
「
八
女
ふ

る
里
学
」
を
作
成
し
、
平
成
27
年

度
か
ら
、
全
小
学
校
の
３
年
生
以

上
を
対
象
に
年
８
時
間
以
上
の
授

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
八
女
ふ
る
里
学
」
作
成
の
目
的 

　
八
女
の
自
然
、歴
史
、産
業
、祭
、

郷
土
の
先
人
な
ど
に
関
す
る
学
習

を
深
め
、
自
ら
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
な
が
ら
学
び
を
進
め
る
中
で
、

八
女
の
よ
さ
を
見
つ
け
、
ふ
る
さ

と
八
女
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
で

す
。
ま
た
、身
近
な
「
ひ
と・も
の・

こ
と
」
を
材
料
と
し
た
探
求
的
な

学
習
を
仕
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も

達
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
様
々

な
知
識
を
複
合
的
に
活
用
す
る
能

力
を
育
成
す
る
学
習
で
す
。

内
容

　
各
学
年
の
内
容
に
沿
っ
て
学
習

し
ま
す
。

▽
３
・
４
年
生
…
八
女
市
の
様
子
、

農
業
、
伝
統
工
業
、
祭
、
地
域
お

こ
し
等

▽
５
年
生
…
八
女
の
林
業
、
句
碑・

文
学
碑
・
石
橋
と
棚
田
、
教
育
、

芸
術
・
文
化
等

▽
６
年
生
…
古
代
の
八
女
、
南
北

朝
時
代
の
八
女
、
江
戸
時
代
か
ら

近
代
ま
で
の
八
女
、
第
二
次
世
界

大
戦
と
八
女
、
こ
れ
か
ら
の
八
女

を
考
え
よ
う
、
未
来
の
八
女
市
を

え
が
い
て
み
よ
う
等

　
次
に
自
分
の
校
区
に
あ
る
「
ひ

と
・
も
の
・
こ
と
」
に
つ
い
て
調

べ
る
テ
ー
マ
を
み
つ
け
、
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
探
求
的
に
学
習
を
進

め
、
ま
と
め
と
し
て
、
学
習
発
表

会
等
で
友
達
や
家
族
等
に
学
習
成

果
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
八
女
茶
の
歴
史
や
お
茶
の
淹
れ
方
な

ど
を
ま
と
め
た
「
八
女
茶
学
」
読
本
と

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も

と
に
「
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
」
を
平
成

25
年
度
か
ら
全
中
学
校
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

 「
八
女
茶
学
」
作
成
の
目
的 

　
八
女
市
合
併
の
目
玉
の
一つ
で
あ
る
観

光
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
茶
の
く
に  

八
女
・
奥
八
女
」
で
す
。
未
来
を
担
う

八
女
市
の
児
童
生
徒
が
八
女
茶
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
、
八
女
茶
を
味
わ
い
体

験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
郷
土
へ
親
し
み

を
持
つ
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
も
ら

い
た
い
、そ
の
一
助
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

八
女
茶
学
の
ね
ら
い

　
八
女
茶
の
歴
史
、
お
茶
の
効
能
や
生

産
農
家
の
働
き
、
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ

方
な
ど
の
講
話
や
体
験
を
通
し
て
、
お

茶
の
淹
れ
方
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
と

共
に
八
女
茶
の
よ
さ
を
学
び
ま
す
。

お
茶
の
淹
れ
方
教
室
の
内
容

▽「
八
女
茶
学
」ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
使
っ

て
、
八
女
茶
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
八
女

茶
の
歴
史
と
現
状
、
栽
培
方
法
、
種
類
、

効
能
な
ど
。

▽
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
指
導
に
よ
り

お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
を
学
び
ま
す
す
。

指
導
時
間
と
対
象
学
年

　
50
分
～
１
０
０
分
。
対
象
学
年 

中
学

1
年
生
（
学
校
の
都
合
に
よ
り
他
学
年

で
も
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　平成 28 年度に使用している教科書見
本を、次の会場にて展示しています。

【八女市立図書館　本館】
⃝期間＝６月17日㈮～
⃝時間＝▽平日10 時～ 20 時
　▽土・日・休日　９時～ 18 時
⃝休館日＝月曜日、毎月最終金曜日、年
末年始
⃝展示種別＝小・中学校

【南筑後教育事務所】
⃝期間＝ 6 月17日㈮～
⃝時間＝ 8 時 30 分～ 17 時 15 分
⃝休館日＝土・日・祝日・年末年始
⃝展示種別＝小・中・高等学校

副
読
本
「
八
女
ふ
る
里
学
」

で
八
女
の
よ
さ
を
み
つ
け
る

「
八
女
茶
学
」
で
八
女
茶
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
、
味
わ
う

平成 28 年度教科書展示会について

このページに関する問い合わせ
学校教育課（☎ 23・1954）

A4 判、本文141ページ

A4 判、30 ペ ー
ジの「八女茶学」

八
女
市
で
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す

　平成 25 年度には、子どもたちが夏季や
冬季においても充実した学習が行えること
を目的に、小中学校すべての普通教室に
空調設備（エアコン）を整備し、平成 26
年度から本格稼働しました。
　平成 27 年度からは、新入学時の保護
者の負担軽減を目的に、入学祝金（小学
校 1 年 3 万円、中学校 1 年 5 万円）の支
給をスタートしています。

　学習指導要領の改訂により小学校は平
成 23 年度から、中学校は平成 24 年度か
ら授業時間が増えました。そこで八女市で
は平成 25 年度から市内全小中学校で学
校 2 学期制を実施しています。学校２学
期制を導入することにより、始業式や終業
式の回数を減らし、学校行事を含め学校
教育全体を見直し夏休みを短縮すること
で、年間の授業時間を確保しています。
　各学校では、2 学期制の導入による時
間的・精神的なゆとりを生かし、児童生徒
の実態にあったきめ細やかな指導を行うと
ともに、授業や計画を常に見直すことによ
り、確かな学力の向上を目指していきます。

教育環境の整備と入学時の保護
者負担軽減

学校２学期制により授業時間数を
生み出し、きめ細やかな指導を
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

  　
人
権
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
年
度
の
講
義
や

実
習
が
始
ま
る
前
に
、
全
学
生
と
全
職
員

を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
生

に
は
、
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
以
前
に
、
相

手
の
立
場
を
思
い
や
り
行
動
で
き
る
人
に

育
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
教

員
や
職
員
も
、
自
分
の
人
権
感
覚
を
見
つ

め
直
す
こ
の
機
会
を
と
て
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
１
７
０
名
の
学
生

と
14
名
の
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
医
療
の
現
場
で
は
、
病
気
を
患
っ
た
方

や
体
の
機
能
を
失
っ
た
方
を
相
手
に
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

で
人
権
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
て
お
か
な
い

と「
気
の
毒
」「
か
わ
い
そ
う
」と
思
っ
た
り
、

間
違
っ
た
知
識
や
認
識
に
よ
る
応
対
で
相

手
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
人
と
し
て
の
尊
厳
を
守

る
こ
と
は
、
医
療
現
場
で
は
特
に
大
切
な

こ
と
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
自
分
の
思
い

や
意
思
を
声
に
出
せ
な
い
患
者
さ
ん
を
前

に
し
た
と
き
、
心
の
声
を
聴
き
取
っ
て
自

然
と
丁
寧
な
言
葉
遣
い
や
心
配
り
の
で
き

る
看
護
師
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
心
配
り
は
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
安

心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

 

　

  

本
校
で
は
、『
大
き
い
声
は
耳
に
聞
こ
え

小
さ
い
声
は
こ
こ
ろ
に
き
こ
え
る
』
を
教

育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
は
、

相
手
の
心
に
寄
り
添
う
豊
か
な
感
性
を

持
っ
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
人
権
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
講
義
、
実
習
に
お
い
て
豊
か
な

感
性
を
育
て
、
医
療
現
場
で
活
躍
で
き
る

人
材
を
送
り
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　

◦
無
知
・
無
理
解
は
偏
見
を
生
み
、
人
の

心
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
自
分
の
行
動
を
常
に
見
直
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◦
い
ろ
ん
な
差
別
や
人
権
問
題
を
無
く
し

て
い
く
に
は
、
正
し
く
知
る
こ
と
と
差
別

を
受
け
て
い
る
人
々
の
気
持
ち
を
理
解
す

る
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

◦
人
間
の
根
本
に
あ
る
差
別
意
識
を
完
全

に
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
繰

り
返
し
人
権
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
る

必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

心
の
声
を
聞
き
と
れ
る
看
護
師
に

　
私
た
ち
が
心
豊
か
に
生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
相
手
を
思
い
や
る
」「
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
」
と
い
う
人
権
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
は
人
権
に
つ
い
て
の
学
び
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
今
回
は
学
校
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校
（
八
女

市
本
村
）
の
４
人
の
先
生
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

小
さ
い
声
は
こ
こ
ろ
に
き
こ
え
る

　
　
　
八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校
の
取
り
組
み

豊
か
な
感
性
を
持
っ
た

看
護
師
を
目
指
し
て

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た

学
生
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す

右から小山田美智子副学校長、高治智美教務主任、
田中恵子教務主任、安藤明美事務主任

今年度はハンセン病問題と人権について受講しました

真剣にセミナーを受講する学生たち

　

人
権
・
同
和
教
育
課
で
は
、
市
内
の

学
校
へ
の
出
前
授
業
、
事
業
所
や
公
民

館
な
ど
の
講
座
開
催
に
対
す
る
講
師
と

し
て
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
教
育
課

（
☎
２
３
・
２
０
７
４
）
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

ながのいし ものがたり

　
長
野
石
は
八
女
市
長
野
周
辺
で
産

出
さ
れ
る
石
で
、
約
9
万
年
前
に
阿

蘇
山
の
大
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
が
八

女
ま
で
流
れ
て
き
て
堆
積
し
て
で
き

た
凝
灰
岩
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
硬
く
な

く
加
工
し
や
す
い
石
の
た
め
、
古
墳

時
代
の
石
人
・
石
馬
か
ら
石
橋
、
鳥

居
、
石
燈
籠
な
ど
、
古
代
か
ら
こ
の
石

を
使
っ
た
石
製
品
が
生
活
に
溶
け
込
ん

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
横
町
町
家
交
流
館
で
は
石

工
の
話
や
長
野
石
に
関
す
る
あ
れ
こ
れ

を
展
示
し
ま
す
。
身
近
な
所
に
あ
る
長

野
石
に
再
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
６
月
２
日
㈭
～
６
月
26
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４

３
１
１
）

長
物語
石野

6月の
横町町家
交流館の
催し

キリトリセン

※
横
町
町
家
交
流
館
駐
車
場
の
閉
鎖

に
伴
い
、
車
で
来
館
さ
れ
る
方
は
市

役
所
駐
車
場
か
八
女
伝
統
工
芸
館
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《ストーリー》仕事も結婚生活もうまくいかず、孤独を抱えた日々 を過
ごしている弁護士石田徹子（吉田羊）。ある日、徹子のもとに婚約破
棄で慰謝料を請求されている小谷夏子（木村佳乃）が尋ねてくる。
二人は同じ年の従姉妹だった。以来、徹子は夏子に振り回されて･･･。

映画　　　    6/25土公開

ベストセラー小説を映画化！堅物弁護士と天才詐欺師。二人の
女性が織りなす、涙と笑いの人生リセット・エンタテインメント

(c)2016「嫌な女」製作委員会

主演　吉田羊／木村佳乃
監督　黒木瞳
原作　桂望実「嫌な女」

Ｔ・ジョイ久留米、Ｔ・ジョイ博多などで上映

八
女
市
黒
木
町
出
身

黒
木
瞳
さ
ん
が

映
画
監
督
に

初
挑
戦
！

八女の皆さまこんにちは。徹子と夏子
を通して見えてくる人生の風景、人と
人との絆、そして、誰にでも訪れる老い。
それでも、“ 人生捨てたもんじゃない ”
と思わせてくれる爽やかな感動を、映
画を通して感じてください。私が監督
に初挑戦した作品をぜひご覧ください。

黒木瞳監督からのメッセージ

前売券 1,400 円   一般1,800円
　※ファーストデー、レディースデー、シニ
ア、夫婦 50 割引など各種割引、上映時
間などはホームページでご確認ください。

Ｔ・ジョイ久留米 検索➡

　
月
14
日
・
16
日
、
熊
本
県
を
震
源

と
す
る
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
、
倒
壊
建
物
の
下

敷
き
に
な
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
熊
本
地
震
で
の
教
訓
を
活
か
し
、

地
震
対
策
を
万
全
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
準
備
し
て
お
く
も
の

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る
（
非
常

食
、
懐
中
電
灯
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
）

▼
家
具
の
転
倒
防
止
措
置
を
行
う
。

▼
緊
急
時
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
。

地
震
発
生
後
に
取
る
べ
き
行
動

①
地
震
発
生
直
後
（
地
震
発
生
～
揺
れ

が
お
さ
ま
る
ま
で
）

▼
転
倒
の
恐
れ
の
あ
る
家
具
か
ら
離
れ
、

机
な
ど
丈
夫
な
も
の
の
下
に
隠
れ
る
。

▼
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

▼
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
出
入
口
を
確
保
す
る
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら

▼
火
元
の
確
認
、
火
の
始
末
を
す
る
。

▼
靴
を
履
く
。（
ガ
ラ
ス
な
ど
で
の
ケ
ガ
防
止
）

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意
す
る
。

▼
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

正
確
な
情
報
を
掴
む
。

▼
周
囲
の
安
全
を
確
認
し
、

近
所
の
安
否
確
認
を
す
る
。

　

地
震
発
生
後
の
数
日
間
は
水
や
食
料

が
不
足
す
る
こ
と
に
加
え
、
電
気
や
ガ
ス

の
供
給
も
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
最
低

で
も
３
日
分
の
生
活
品
は
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
隣

近
所
で
助
け
合
い
、
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

から身を守るために地震 八女消防本部

４
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消費生活
そうだん

⑱

災
害
が
発
生
し
て
間
も
な
く
、
災
害
を
話
題
に
し
た
詐
欺
や
悪
質

商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
の
記
憶
が
新
し
く
、
不
安
な
毎

日
に
つ
け
込
む
悪
質
な
勧
誘
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
】

①
義
援
金
詐
欺

　
「
自
宅
に
や
っ
て
き
た
人
か
ら
、『
被
災

地
に
義
援
金
や
支
援
物
資
を
送
る
た
め
に

集
め
て
い
る
。
募
金
し
て
く
れ
な
い
か
』
と

言
わ
れ
た
。
被
災
者

の
た
め
と
思
っ
て
募

金
し
た
が
、
ど
こ
の

誰
か
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
」

　
義
援
金
詐
欺
は
、

東
日
本
大
震
災
の
と

き
に
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
の
災
害
で
も
起
こ
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
募
金
し
た
い

な
ら
そ
の
団
体
を
十
分
に
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

⃝

訪
問
買
い
取
り

　「
被
災
地
に
贈
る
衣
服
な
ど
、
不
用
な
も

の
を
買
い
取
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
買
い
取

り
の
勧
誘
と
し
て
用
い
ら
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。高
価
な
品
物
を
安
く
見
積
も
っ

て
だ
ま
し
と
る
、
と
い
う
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
訪
問
買
い
取
り
は
、
消
費
者

か
ら
の
要
請
が
な
い
か
ぎ
り
、
自
宅
に
来

訪
し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
買
い
取
っ
て
も
ら
っ

た
後
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）

災
害
に
便
乗
し
た
詐
欺
・
悪
質
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

耐
震
補
強
な
ど
の
家
の
工
事

　「
次
に
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
大
変
な
こ

と
に
な
る
か
ら
、
今
の
う
ち
に
補
強
工
事

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
急
が
さ
れ
て
工
事
を

契
約
し
た
と
い
う
事
例
も
多
数
あ
り
ま
す
。

そ
の
工
事
内
容
も
不
必
要
か
つ
ず
さ
ん
で

高
額
だ
っ
た
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
行

政
の
補
助
が
必
ず
出
る
か
ら
…
」「
地
震
保

険
金
が
出
る
か
ら
…
」
な
ど
無
料
で
工
事

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
、
そ
の
時
点

で
確
実
で
は
な
い
こ
と
を
う
た
い
文
句
に

勧
誘
す
る
事
業
者
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ソ
を
言
っ
て
契
約
を
急
が
せ
る
行
為

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
契

約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

訪
問
販
売
に
よ
っ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
、
同
じ
く
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
便
乗

し
て
く
る
悪
質
な
詐
欺
師
や
悪
質
業
者
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
か
ら
、
一
人
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
相
談
窓
口
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時
30
分

～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支
所

第
３
相
談
室
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
☎
４
２・１
１
１
１
）

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

若
草
や
国
土
緑
化
の
切
手
貼
る        

吉
泉
守
峰

春
め
く
と
い
ふ
ひ
と
こ
と
の
心
地
よ
さ   

松
尾
満
留
美

師
を
偲
ぶ
一
人
静
と
い
ふ
句
帳         

寺
田
睦
子

一
幅
の
絵
と
な
る
夜
半
の
落
椿      

松
尾
ア
サ
子

を
ぞ
ま
し
き
誘
拐
犯
や
春
寒
し        

青
木
早
弓

柿
若
葉
ひ
と
葉
ひ
と
葉
に
雨
雫    

野
崎
万
智
子

春
風
に
波
浮
く
る
た
び
鯉
泳
ぐ  

　  

東
野
蓉
子

桜
路
ゆ
有
明
海
の
入
日
か
な
　
　    

山
本
光
子

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

骨
の
家
蘆
が
角
ぐ
む
被
災
川          

吉
泉
守
峰

葉
桜
の
木
漏
れ
日
の
下
ベビ
ー
カ
ー
　     

中
村 

境
子

風
揺
れ
て
し
だ
れ
桜
は
地
を
掃
け
り   

荒
川
ミ
ヤ
子

高
菜
切
り
む
す
で
に
結
ひ
し
母
の
こ
と  

大
坪
延
子

葉
桜
と
な
れ
ば
ゆ
る
り
と
ペ
ー
ジ
繰
る 

倉
ノ
下
和
代

桜
若
葉
甘
き
匂
ひ
を
散
ら
し
け
り     

大
坪
清
香

葉
桜
や
過
ぎ
し
賑
は
ひ
偲
び
を
り     

城
後
正
子

目
に
青
葉
鳥
の
鳴
く
ら
む
朝
散
歩
　 

堤
多
鶴
子

地な

い震
荒す

さ
び
爛
漫
の
春
覆
す
　
　
　 

中
川
原
篤
子

遠
目
に
も
一
際
め
だ
つ
山
桜
　
　   

松
延
み
さ
と

突
然
の
地な

い震
に
お
の
の
く
春
寒
し
　  

松
﨑
伸
子

風
光
る
い
わ
井
の
陵
の
人
馬
石
　     

牛
島
景
子

高齢者の見守りを　　　　
地域全体で取り組みます
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キ
リ
ト
リ
セ
ン
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1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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【本館】4日、11日、18日、
25日※毎週土曜日14時～
／おはなしコーナー
【黒木分館】４日㈯10時30
分～／おはなしコーナー
／幼児～小学生の皆さん
対象です♪

よみきかせ

あかちゃんよみきかせ
0 ～ 2歳くらいの赤ちゃ
ん対象です♪
【本館】５日㈰、18日㈯11
時～／おはなしコーナー
【黒木分館】25日 ㈯10時
30分～／おはなしコーナー

6月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
6 ㈪ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮ ,27 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6 ㈪ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮ ,27 ㈪図書館の休館日

6月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日
　　　　　　　（月曜日が祝日・休日の場合は開館します）
7 ㈫ ,14 ㈫ ,21 ㈫ ,24 ㈮ ,28 ㈫

6 月の館内整理日は 24 日㈮

6月
の

　
　　

パ
ー
ト
１
、２
と
好
評
だ
っ

た
朗
読
会
が
帰
っ
て
き
ま

す
。
今
回
も
高
月
晶
子
さ
ん

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

発
声
方
法
や
朗
読
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

◦
期
日
＝
６
月
16
日
㈭
14
時

～
（
90
分
程
度
）

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

本
館
２
階
研
修
室

◦
定
員
数
＝
先
着
30
人
程
度

◦
講
師
＝
元
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
高
月
晶
子
さ
ん

※
詳
し
く
は
館
内
設
置
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
随

時
受
付
中
で
す
。

◦
受
付
開
始
＝
５
月
24
日
㈫

午
前
10
時
か
ら
八
女
市
立

図
書
館
本
館
・
分
館
カ
ウ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あたらしい布のえほん
６月１日㈬から貸出スタート
5/14 ～ 5/31まで本館に展示
されていた布のえほん制作ボ
ランティア「ふわふわ」の新
作（平成 27 年度制作作品）
が６月より貸出できるようにな
ります。

★布の絵本貸出のおしらせ★  『
ひ
る
さ
が
り
の
朗
読
会
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
』の
お
し
ら
せ

講師の高月晶子さん

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
動
」に
取
り
組
む
行
政
区
長　

内
藤
啓
光
さ
ん（
黒
木
町
）

「黄色い旗で合図するというアイ
ディアは、高倉健さん主演映画『幸
福の黄色いハンカチ』にヒントを
得ました。まだ始まったばかりで
すが、ほとんどの世帯でこの運動
に取り組んでいただいています」
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「
私
た
ち
の
大
淵
行
政
区
で
も
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
24
戸
、高
齢
者

の
み
二
人
世
帯
が
24
戸
と
全
１
２
３
戸

中
の
約
40
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。以
前
か

ら
民
生
委
員
さ
ん
た
ち
に
見
守
り
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
任
せ
き

り
で
は
な
く
地
域
で
見
守
る
仕
組
み
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
ま

し
た
。
昨
年
、私
た
ち
の
地
域
で
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
方
が
孤
独
死
さ
れ
る
と

い
う
非
常
に
悲
し
い
案
件
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
り
、こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

今
年
の
5
月
1
日
か
ら
行
政
区
と
民
生

委
員
会
と
の
共
催
に
よ
る『
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
運
動
』を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、タ
テ
30
セ
ン

チ

、ヨ
コ
38
セ
ン

チ

の
黄
色
い
布
に
90
セ
ン

チ

の
棒
を
取
り
付
け

た
旗
を
作
り
、
全
世
帯
に
配
付
し
ま
し

た
。各
世
帯
で
そ
の
旗
を
毎
朝
、玄
関
近

く
に
立
て『
元
気
で
す
よ
』と
い
う
合
図

に
す
る
。
ま
た
、
夕
方
は
『
元
気
で
し

た
』の
合
図
と
し
て
旗
を
撤
去
し
、こ
れ

を
毎
日
繰
り
返
す
と
い
う
も
の
で
す
。

朝
、旗
が
立
た
な
い
世
帯
に
は
気
づ
い
た

人
が
訪
問
し
、『
あ
ち
ゃ
ー
、
立
て
忘
れ

と
っ
た
～
』
な
ど
と
、こ
こ
で
会
話
が
生

ま
れ
元
気
が
確
認
さ
れ
ま
す
。夕
方
、旗

が
撤
去
さ
れ
な
い
と
き
も
同
様
で
す
。当

初
、
旗
は
高
齢
者
世
帯
に
の
み
配
布
す

る
予
定
で
し
た
が
、高
齢
者
と
特
定
さ
れ

悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
全

戸
に
配
付
し
ま
し
た
。ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、こ
の
活
動
に
よ
り
行
政
区

と
民
生
委
員
の
連
携
が
深
ま
り
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
高
齢
者
を
見
守

る
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
他

の
行
政
区
に
も
広
が
り
、誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

高齢者の見守りを　　　　
地域全体で取り組みます

講
座　
朗
読
を
学
ぼ
う

申し合わせ事項で①
黄色い旗は毎日同じ
場所に立てる②留守
にする時は隣近所に
声をかけることにして
います。
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未来まで

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
「
八
女
市
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
や
「
第
３

次
八
女
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策

定
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
男
女
共
同
参
画
の

意
識
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
男
女
の
不
平
等
感
や
性
別
に
よ
っ
て
固
定

化
さ
れ
た
役
割
分
担
意
識
な
ど
、
今
も
根
強

く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実
現
を
図

る
た
め
、
新
た
に
平
成
28
年
度
か
ら
の
計
画

で
あ
る
「
第
４
次
八
女
市
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

  

　
こ
の
計
画
は
「
八
女
市
男
女
共
同
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
八
女
市
男

女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
か
ら
の
答
申
や
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て
策
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
本
計
画
の
基
本
目
標
Ⅲ
の
主
要
課

題
５
「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
根
絶
」
は

配
偶
者
か
ら
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
第
２
条
の
３
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
く
計
画
と
位
置
付
け
、
第
２
次
八
女
市

Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
５
か
年
計
画
で
す
。
た
だ
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

  

今
後
は
こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
誰
も

が
生
き
生
き
と
輝
く
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
計
画
策
定
の
目
的

第
４
次
八
女
市
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

◎
計
画
の
性
格

平
成
28
年
度
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月
23
日
～
29
日
）

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。男
女
で
サ
ン
カ
ク
。社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

◎
計
画
の
期
間

基本
理念 個性が輝く、まちが輝く。～男女が共に参画するまちづくり～

基
本
目
標
Ⅰ

男女共同参画の
意識づくり

男女がお互いに尊重し合い、
性別による差別的な取り扱い
を受けないように、家庭や学
校や社会の場における様々な
機会をとらえて、男女共同参
画の意識づくりを推進します。

１　家庭教育における男女共同参画の推進
２　学校教育における男女共同参画の推進
３　社会教育における男女共同参画の推進
４　男女共同参画啓発活動の充実

基
本
目
標
Ⅱ

男女が共に参画
する社会環境づ
くり

男女が社会のあらゆる分野に
共に参画し、対等な構成員と
して、喜びも責任も分かち合っ
ていくような社会環境づくり
を推進します。

１　政策・方針決定過程への女性の参画の促進
２　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
３　雇用の分野における男女共同参画の推進
４　農業における男女共同参画の推進
５　商工自営業における男女共同参画の推進
６　地域社会活動における男女共同参画の推進
７　国際的協調の視点に立った男女共同参画の推進

基
本
目
標
Ⅲ

男 女 が 自 立 し、
安心して暮らせ
る生活への支援

男女がひとりの個性ある人間
として互いに支え合い、それ
ぞれの個性と能力を発揮して、
自由な生き方ができるように
健康で安心して生活できる環
境づくりを推進します。

１　生涯を通じた健康支援
２　子育て・介護に対する支援
３　高齢者・しょうがい者の自立と社会参画に対する支援
４　ひとり親家庭に対する支援
５　配偶者等からの暴力の根絶　
　　　　　　　　～第２次八女市ＤＶ対策基本計画～

行動計画を推進するため
の取り組み

男女共同参画行政の総合的な
推進体制を整備し、行動計画
を効果的に推進します。

１　庁内の推進体制の整備
２　市民と行政が協働する推進体制の整備



広報やめ　2016.6.115

　
八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧
八
女
市・

旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
（
一
部
地
域
を

除
く
）」
お
よ
び
簡
易
水
道
事
業
「
旧

黒
木
町
・
旧
星
野
村
（
一
部
地
域
を
除

く
）」
に
よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、
市
民

が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た
め
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
水
質
検
査
を
実

施
し
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
飲
め
る
水

を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
配
水

管（
水
道
本
管
）が
整
備
さ
れ
た
地
区
で
、

上
水
道
に
未
加
入
の
人
は
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道

へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
計
画
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・
改
造
・

修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法
に
よ
り
指

定
を
受
け
た
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば

施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
（
左
表
に
八
女
市
内
業
者
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

　
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
損
し
た

ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ

ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
し

て
、
最
寄
り
の
指
定
事
業
者
（
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の
開
始
・
中

止
の
手
続
き
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

中
止
時
に
は
水
道
料
金
の
精
算
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
水
道
を

使
用
さ
れ
な
く
て
も
料
金
が
発
生
し
ま

す
の
で
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
１
０
７

じゃ口から
安心とどけ
未来まで

６
月
１
日
か
ら

６
月
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

水道局職員を装ったトラブルが多発しています。上
下水道局では、次のようなことは行っておりません。
①一般家庭の水質検査 ②浄水器などの販売・貸
し出し・あっせん ③給水管の清掃・修理など

▼指定給水装置工事事業者（平成28年5月1日現在 ※順不同）
校　　区 業　者　名 電 話 番 号

福 島

丸谷商事 ２３・４１１８
千代田工業㈱ ２２・４３０７
牛島電機工業㈱ ２４・２１７１
吉田ボーリング工業 ２４・４７４３
ひら川設備 ２４・３１１５
創水 ２３・０１８３

長 峰

㈲井手プロパン商会 ２３・３０６５
㈲岩本住設 ２２・４７１８
㈲八女衛生社 ２３・５４３５
水環境企画・一究 ２２・５１０９
ともけい設備 ２２・３５６４
㈱ホクショウ ２３・３３２３
牛島設備工業㈲ ２３・７５７0

上 妻

八女食糧販売㈱ ２３・２１６６
永松設備 ２２・７７５３
牛島燃料店 ２２・２８６９
三宅設備 ２３・２３６８
馬場燃料店 ２２・４０６０
井上設備 ２４・０１６５

八 幡 ㈲スミ設備工業 ２２・５４６５

忠 見
川口ガス住設 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 ２２・３０１５
西村住設 ２４・１０６７

岡 山

㈱中村 ２３・３１５８
ＥＭ田中 ２２・４３１９
㈲タナカエンジニア ２４・３１４７
清香設備工業㈱ ２２・７８８８
大石設備 ２３・０８４８
㈱九電工 八女営業所 ２３・２４５６
すまい創琳 ２２・５６１２
德住工業 ２４・５２６２
濵田設備 ２４・４８１８

上 陽

㈲角屋 ５４・３３１８
㈲村口電工 ５４・２２７８
㈱高田電気 ５４・２０４９
ミスミデンキ ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 ５４・２１６５
㈲ヤマト ５４・２１２５
西木テレビサービス ５４・３２０８

黒 木

㈲橋村住設 ４２・００９６
㈲住環境総合開発 ４２・１１８５
ケア設備梅野 ４２・３４５０
仁田原商店 ４５・００３５
モリアキ建設㈲ ４２・３８２７
三和住宅設備 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 ４２・１１８３
馬渡設備工業 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 ４２・１２３７
㈲穴見商店 ４２・０１３０
和興住宅設備 ４５・０８７９

筑 南

㈲立花電工 ２３・１５３３
田中設備 ３５・０８４５
㈲クリハラ管工事 ２２・５９７１
㈲弥栄工業 ２３・１１９８

立 花

電 ’s タカヤマ ３７・００６２
㈲今村住設 ３７・０３１６
マルタ電器 ３７・０２５６
㈲牛嶋住興 ２２・６６１１
原管工 ３７・０６９２
河原設備 ３７・０５５３
平島設備 ３７・１０２５

星 野 ㈱山口電気 ５２・３２１８

悪
質
な
業
者
に

ご
注
意
‼

受水槽を設置されている人（事業所）は・・・
水道法および八女市給水条例に基づき、受水槽の清
掃および水質検査を年１回以上実施することが義務付
けられています。適正な受水槽の管理をお願いします。
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平
成
28
年
１
月
１
日
現
在

◦
市
内
に
居
住
し
平
成
27
年

中
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
っ

た
人

◦
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い

が
、市
内
に
事
務
所
、事
業
所
、

家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら

な
い
人
】

◦
平
成
27
年
中
に
所
得
の
な
か

っ
た
人

◦
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

◦
障
害
者
、未
成
年
、寡
婦
（
寡

夫
）
で
平
成
27
年
中
の
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

の
人

◦
平
成
27
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
次
の
算
式
で
求
め
た
額

以
下
の
人

　

28
万
円
×
（
本
人
＋
控
除
対

象
配
偶
者
＋
扶
養
親
族
数
）
＋

16
万
８
千
円

※
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
の
み
、

16
万
８
千
円
を
加
算
し
ま
す
。

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
27
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
次
の
算
式
で
求
め
た
額

以
下
の
人

　

35
万
円
×
（
本
人
＋
控
除
対

象
配
偶
者
＋
扶
養
親
族
数
）
＋

32
万
円

※
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は

扶
養
親
族
が
い
る
場
合
の
み
、

32
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

　
市
県
民
税
を
納
め
る
方
法

は
、
主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法

（
普
通
徴
収
）・
・
・
事
業
所
得

者
な
ど

※
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送

付
す
る
納
税
通
知
書
（
６
月

10
日
付
発
送
）
に
よ
り
、
年

税
額
を
平
成
28
年
６
月
、
８

月
、
10
月
、
平
成
29
年
１
月

の
４
回
の
納
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引

い
て
納
め
る
方
法
（
給
与
特
別

徴
収
）・
・
・
給
与
所
得
者

※
年
税
額
を
平
成
28
年
６
月

か
ら
平
成
29
年
５
月
ま
で
の

12
回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら
差

し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◦
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
る
方
法
（
年
金
特
別
徴

収
）・
・
・
公
的
年
金
受
給
者

※
年
税
額
の
う
ち
、
公
的
年
金

に
か
か
る
市
県
民
税
額
を
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年

２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の
６
回

に
分
け
て
、
年
金
か
ら
差
し
引

い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
人

　
次
の
①
～
⑤
す
べ
て
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
人
（
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に

対
し
て
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ

る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢

基
礎
年
金
、
老
齢
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人

④
１
月
１
日
以
降
引
き
続
き
八

女
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

⑤
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
る
人

普通徴収 公的年金からの特別徴収
6月 8月 10月 12月 2月

今年対象年税額の2分の1相当額を2
回に分割して徴収

今年度対象年税額の残りの2分の1相当額を3回に分割
して徴収

公的年金からの特別徴収
4月 6月 8月 10月 12月 2月

前年度２月分の年金特別徴収額と同じ額を３回
徴収（仮徴収）

今年度対象年税額から4、6、8月の仮徴収額を
差し引いた残額を3回に分割して徴収

税▼
市
県
民
税
を
納
め
る
人

▼
市
県
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
人

平
成
28
年
度 

市
県
民
税
に
つ
い
て

◉
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

徴収方法
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平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
10
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１
日
に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
平
成
27
年
中
の
所
得
を
も
と

に
計
算
し
、
決
定
し
ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
く
て
も
、
平
成
27
年
中
に
所
得
が
あ
れ
ば
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
納
め
る
方
法

（１）年金特別徴収が前年度から継続している人

（2）年金特別徴収が今年度より開始または再開される人

※ご自身が対象になっているかは、６月 10 日付発送の市県民税納税通知書でご確認ください。
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▼
平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
分
所
得
）

か
ら
適
用
さ
れ
る
市
県
民
税
の
税
制
改
正

●
市
県
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

⑴
仮
特
別
徴
収
税
額
の
算
定
方
法

の
見
直
し
（
仮
特
別
徴
収
税
額
の

平
準
化
）

　
こ
れ
ま
で
は
、
年
税
額
が
前
年

度
の
額
よ
り
も
大
き
く
変
動
し
た

場
合
に
、
仮
特
別
徴
収
額
（
4
月
、

6
月
、
8
月
）
と
本
特
別
徴
収
額

（
10
月
、
12
月
、
2
月
）
の
額
に

差
が
生
じ
、
そ
の
翌
年
度
以
降
も

不
均
衡
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
平
成

28
年
10
月
以
後
に
実
施
さ
れ
る
特

別
徴
収
か
ら
、
仮
特
別
徴
収
税
額

の
算
定
方
法
を
「
前
年
度
分
の
公

的
年
金
等
に
係
る
所
得
割
額
と
均

等
割
額
の
合
算
額
（
年
税
額
）
の

2
分
の
1
に
相
当
す
る
額
と
す
る
」

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
転
出
・
税
額
変
更
が
あ
っ
た
場

合
の
特
別
徴
収
継
続
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
は
、
賦
課
期
日
（
1

月
1
日
）
後
に
市
町
村
の
区
域
外

に
転
出
さ
れ
た
場
合
や
年
度
の
途

中
で
年
税
額
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
は
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

は
停
止
と
な
り
、
残
り
の
税
額
は

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
）
に
切
り
替
わ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で

は
、
年
金
受
給
者
の
方
の
納
税
の

便
宜
や
市
町
村
に
お
け
る
徴
収
事

務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
転
出

や
税
額
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
も
一
定
の
要
件
の
下
、
特
別

徴
収
を
継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
税
額
変
更
の
場

合
は
、
12
月
分
と
2
月
分
の
本
特

別
徴
収
分
に
限
り
変
更
後
の
特
別

徴
収
税
額
に
よ
っ
て
継
続
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

●
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
税
の

確
定
申
告
不
要
制
度
の
改
正
（
平

成
27
年
分
以
後
の
所
得
税
か
ら
適

用
）

　
平
成
23
年
分
以
後
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
分

の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で

あ
る
場
合
に
は
所
得
税
の
確
定
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
確
定
申
告
不
要
制
度
）。
今
回
の

改
正
で
は
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
公
的
年
金
等
（
外
国
で

支
払
わ
れ
る
年
金
）
の
支
給
を
受

け
る
方
に
つ
い
て
は
こ
の
確
定
申

告
不
要
制
度
を
適
用
で
き
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
係
る
改
正 

⑴
所
得
税
の
最
高
税
率
引
上
げ
に

伴
う
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
係
る
特

例
控
除
額
の
算
定
方
法
の
改
正

　
平
成
27
年
分
以
後
の
所
得
税
の

最
高
税
率
が
40
％
か
ら
45
％
に
引

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成

28
年
度
以
後
の
寄
附
金
税
額
控
除

（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）
に
係
る
特
例

控
除
額
の
算
定
に
用
い
る
所
得
税

の
限
界
税
率
を
課
税
所
得
金
額

４
０
０
０
万
円
超
の
場
合
は
45
％

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
特
例
控
除
額
の
拡
充
（
特
例
控

除
限
度
額
の
引
上
げ
）

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
係
る
寄
附

金
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
基
本
控

除
に
加
算
さ
れ
る
特
例
控
除
額
の

上
限
を
市
県
民
税
の
所
得
割
額

（
調
整
控
除
後
の
所
得
割
額
）
の

1
割
か
ら
2
割
に
拡
充
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

⑶
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
」
の
創
設
（
平
成
27

年
4
月
1
日
以
後
に
行
う
寄
附
か

ら
適
用
）

　
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得

者
等
が
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や

応
援
し
た
い
都
道
府
県
・
市
区
町

村
に
対
し
寄
附
（
ふ
る
さ
と
寄
附

金
）
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
行
わ
な
く
て
も
、
所

得
税
、
市
県
民
税
の
寄
附
金
税
額

控
除
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
「
ふ

る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
対
象
者
は
次
の
条
件
を
満
た
す

方
で
す
。

◎
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
寄
附
金
控

除
を
受
け
る
目
的
以
外
で
「
所
得

税
の
確
定
申
告
」
や
「
市
県
民
税

の
申
告
」
を
す
る
必
要
が
な
い
方

◎
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
寄
附
を
し
た

自
治
体
の
数
が
5
団
体
以
下
の
方

※
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
行

っ
た
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
あ
る
方

や
医
療
費
控
除
等
の
た
め
に
確
定

申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
の
適
用
は
無
効

と
な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
や

市
県
民
税
申
告
の
際
に
ふ
る
さ
と

寄
附
金
の
領
収
書
を
添
付
の
上
、

寄
附
金
控
除
の
確
定
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

主な改正
点です！

改正前 改正後

年度 年税額
仮徴収額

（4、6、8 月）
本徴収額

（10、12、2 月）
仮徴収額

（4、6、8 月）
本徴収額

（10、12、2 月）

27 60,000 円 10,000 円 10,000円 10,000円 10,000円

28
36,000 円

（医療費控除
の増など）

10,000 円 2,000円 10,000円 2,000円

29 60,000 円 2,000 円 18,000円 6,000円※１ 14,000円

30 60,000 円 18,000 円 2,000円 10,000円 10,000円

※１　前年度年税額（36,000 円）の 2 分の 1 の金額（18,000 円）を
３回で割り振ります。

例

▼ ▼
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　6 月26日㈰東京都渋谷のＮＨＫホールで開催され
る「第 29 回日本民謡フェスティバル 2016」にそろっ
て出場が決まった、八女市観光大使の馬場姉妹が三
田村市長に出場の報告に訪れました。この日本民謡
フェスティバルは毎年開催される民謡愛好家にとっ
てはあこがれの大会で、前年に日本各地で行われた
およそ100 人以上が参加する100 か所以上の民謡
大会でグランプリを獲得した実力者にしか参加資格
が与えられない名誉あるフェスティバルです。姉の
馬場美雅さんは山鹿市の鹿北茶山唄大会で、妹の馬
場敬子さんは八女市の八女茶山唄大会で見事にグラ
ンプリに輝き、厳正な選考の結果 50 人の出場者に
選ばれました。三田村市長は「姉妹そろって全国大
会に出場されることは素晴らしい。大会を楽しんでく
ださい」と二人を激励しました。

　
新
茶
香
る
５
月
４
日
㈷
、八
女
伝
統
工
芸
館
駐
車
場
で「
八

女
新
茶
ま
つ
り 

茶
の
く
に
ヌ
ー
ボ
ー
」（
八
女
商
工
会
議
所
、

県
茶
業
青
年
の
会
、
県
茶
業
青
年
団
主
催
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
市
内
の
茶
業
者
や
飲
食
店
が
並
び
、
来
場

者
に
茶
娘
姿
の
女
性
が
新
茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
和
太
鼓
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
催
し
が
あ
り
、
八
女
市
観

光
大
使
の
ダ
ニ
ー
馬
場
さ
ん
が
八
女
伝
統
本
玉
露
Ｇ
Ｉ
マ
ー

ク
登
録
記
念
事
業
と
し
て
作
ら
れ
た
『
八
女
茶
よ
か
お
茶
う

ま
か
お
茶
』
を
初
披
露
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
投
票
で
選
ぶ

八
女
茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
10
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

高
野
梨
紗
さ
ん
（
筑
後
市
）
が
初
代
ク
イ
ー
ン
に
輝
き
ま
し

た
。
八
女
商
工
会
議
所
産
業
振
興
委
員
長
の
青
木
秀
信
さ

ん
は
「
茶
業
関
係
者
が
最
も
忙
し
い
時
季
だ
け
れ
ど
、
こ
の

時
季
に
開
催
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
八
女
の
新
茶

を
十
分
に
ピ
ー
ア
ー
ル
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

馬場姉妹が「第29回日本民謡
フェスティバル2016」に出場

　第 53 回献茶祭が５月２日㈪黒木町笠原の霊巌
寺で行われ、茶業関係者など約 200 人が参加し
八女茶栽培の先達をしのび、感謝をささげました。
八女茶は約 600 年前、霊巌寺を建立した栄林周
瑞禅師が中国から持ち帰った茶の種子を、鹿子尾
村（現在の笠原地区）の庄屋、松尾太郎五郎久
家に与え、栽培や製茶法を伝えたのが始まりとさ
れています。式では皇風煎茶礼式の平島光宣総師
範が、松尾太郎五郎久家の子孫、章三郎さんが
栽培した新茶をいれ、霊巌寺の日種俊秀住職によ
り仏前に献上されました。主催者の三田村市長は

「昨年 12 月に八女伝統本玉露が地理的表示保護
制度に登録され、八女茶ブランドの向上と消費拡
大につながるものと期待しています。今後、関係
者が一丸となり消費者に信頼される高級茶の生産
に励み、ＰＲを行っていかなければなりません」と
あいさつ。会場では、新茶の試飲や野点が行われ、
参加者は、陽光の中、初夏の香りを楽しみました。

八
女
茶
発
祥
の
地

霊
巌
寺
で
献
茶
祭

八
女
新
茶
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う

　
４
月
27
日
㈬
社
会
福
祉
会
館

で
防
犯
指
導
員
の
委
嘱
式
が
行

わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
防
犯
指

導
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
犯

罪
の
無
い
明
る
く
住
み
よ
い
八

女
市
に
す
る
た
め
、
防
犯
協
会
・

警
察
・
市
・
そ
の
他
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
地
域
の
中
心
と

な
っ
て
防
犯
活
動
の
中
心
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

防
犯
指
導
員（
敬
称
略・順
不
同
）

【
八
女
】
下
川
光
弘
、
橋
爪
哲
也

【
黒
木
】
合
原
博
人
、井
手
保
臣
、

椿
原
淳
【
立
花
】
坂
本
弘
敏
【
上

陽
】
髙
田
龍
介
、
馬
場
猛
【
矢

部
】
山
中
洋
一
、
轟
静
子
、
原

島
し
の
ぶ
【
星
野
】
田
中
忠
信
、

森
松
堅

防
犯
指
導
員
委
嘱
式

初代クイーンの高野さんダニー馬場さん

多くの来場者でにぎわいました

新茶が日種住職により仏前に献上されました

市長に出場報告する馬場美雅さん（左）と敬子さん
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文
芸
評
論
家・山
本
健
吉
氏
（
本

名
・
石
橋
貞
吉
）
の
28
回
目
の
命

日
と
な
る
５
月
７
日
㈯
、
無
量
寿

院
で
石
橋
家
の
墓
掃
除
と
法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。
健
吉
氏
は
黒
木

町
出
身
の
文
芸
評
論
家
　
石
橋
忍

月
の
３
男
で
、
生
家
や
資
料
な
ど

が
学
び
の
館
に
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
黒
木
文
化
連
盟
で
は
、

25
年
前
か
ら
健
吉
氏
の
命
日
に
合

わ
せ
、
石
橋
家
の
墓
掃
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。
墓
掃
除
終
了
後
、
本

堂
で
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。「
ふ

る
さ
と
八
女
に
眠
る
石
橋
忍
月
や

山
本
健
吉
氏
、
そ
の
ご
家
族
の
墓

を
こ
れ
か
ら
も
お
守
り
し
て
い
き
た

い
」と
関
係
者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「道の駅同士で支え合おう」と道の駅たちばなでは熊本復興特
設コーナーを設け、メロンやスイカなど熊本県の道の駅特産品を
販売しています。熊本県では地震以降観光客が激減し、道の駅
に立ち寄る客足も減少しています。毎年メロンが大人気の七城メ
ロンドーム（菊池市）でも売れ行きに影響が出ていることを心配
し、福岡県内の道の駅（たちばな、くるめ、うきは、むなかた）
では、販売に協力することを決定しました。道の駅たちばなでは、
メロンドームから到着したメロンやスイカのほかにも、大津（菊
池郡大津町）の赤牛カレーやラーメン、通潤橋（上益城郡山都町）
のせんべい、焼き米、ジャムなど 15 品目ほどを並べ販売してい
ます。野中正秋駅長は、「七城町から甘くておいしいメロンが毎日
届いており、販売することで被災地を応援していきたいです。また、
市とも協力しあって注文販売にも力を入れていきたい」と話して
いました。皆さん、ぜひ道の駅たちばなにお立ち寄りください。

山本健吉氏の
法要営まれる

「
道
の
駅
た
ち
ば
な
」で

熊
本
特
産
品
を
ど
う
ぞ

　

熊
本
地
震
の
被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
県
名
取
市
か
ら
八

女
市
に
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
津
波
で
仏
壇
が
流
さ
れ
た
被
災
者

に
特
産
の
仏
壇
を
贈
る
活
動
を
し
て
き
た
八
女

市
が
支
援
物
資
を
取
り
次
ぎ
５
月
16
日
㈪
に

熊
本
県
西
原
村
に
届
け
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
は
仮
設
住
宅
に
仏
壇
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
「
八
女
福
島
仏
壇
仏
具
組
合
」
が

宮
城
県
石
巻
市
や
名
取
市
な
ど
に
計
１
５
６
基

の
ミ
ニ
仏
壇
（
高
さ
30
㌢
、
幅
22
㌢
、
奥
行
き

18
㌢
）を
届
け
八
女
市
も
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
縁
と
な
り
、
名
取
市
の
仮
設

住
宅
で
暮
ら
す
「
愛
島
東
部
団
地
仮
設
住
宅
」

の
住
民
自
治
会
か
ら
、
カ
ッ
プ
麺
や
菓
子
な
ど
、

段
ボ
ー
ル
４
箱
分
の
支
援
物
資
が
組
合
に
届
き

ま
し
た
。
組
合
は
市
を
通
じ
て
熊
本
地
震
の
被

災
地
に
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
５
月
10
日
㈫

に
市
役
所
を
訪
れ
、
三
田
村
市
長
に
支
援
物
資

を
託
し
た
鶴
信
行
理
事
長
は
、「
仮
設
住
宅
で

不
自
由
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
中
で
物
資
を

寄
せ
て
く
れ
た
名
取
市
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
届

け
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

仏
壇
の
恩
返
し
・
宮
城
か
ら

の
支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た

　

八
女
市
で
は
、「
熊
本
地
震
」
で
発
生
し
た
災
害

ご
み
の
処
理
支
援
を
行
い
ま
す
。
当
面
、
５
月
18
日

か
ら
６
月
中
旬
に
か
け
て
、市
職
員
４
人
を
２
班
（
２

人
）
に
編
成
し
、
市
所
有
の
清
掃
車
で
地
震
災
害
に

よ
り
発
生
し
た
可
燃
ご
み
を
熊
本
市
東
区
戸
島
災
害

ご
み
仮
置
き
場
か
ら
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
運
搬
し
焼
却
処
分
し
ま
す
。
処
理
量
は
１
日
あ

た
り
約
８
ト
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
18
日
㈬
に
行

わ
れ
た
出
発
式
で
三
田
村
市
長
は
「
災
害
に
よ
る
廃

棄
物
の
処
理
は
被
災
地
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
。
環

境
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
の
活
動
に
な
る
と
思
う
が
、

被
災
者
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
精
一
杯

頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

熊本地震の災害ごみ処理支
援に出発

八女市民みんなで熊本ば応援するったい！

出発式で職員を激励

支援物資を市長に託す鶴理
事長（右）と松鵜副理事長

買ってく
ださいだ
メロン♪

メロンドームのメロンち
ゃ

ん

道の駅たちばな
 ☎0943・37・1711 
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八
女
市
の
観
光
、
農
業
等
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
受
講
無
料
。

◦
日
程
＝
６
月
～
平
成
29
年
３
月

ま
で
の
各
月
１
回
程
度

◦
開
級
式
＝
６
月
23
日
㈭

◦
申
込
締
切
＝
６
月
14
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の

人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
巡
拝
予
定
＝
硫
黄
島
、
ビ
ス
マ
ー

ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

◦
参
加
資
格
＝
右
記
の
地
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
遺
族
で
、
実
施
時

期
に
お
い
て
原
則
80
歳
以
下
の
人
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
福
祉
課
福
祉

総
務
係
（
☎
２
４
・
８
０
３
０
）

▽
福
岡
県
保
護
・
援
護
課
（
☎
０

９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１
）

◦
日
時
＝
７
月
15
日
㈮
19
時
～
21
時

◦
申
込
締
切
＝
６
月
22
日
㈬

③
セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈭
19
時
～
21
時

◦
申
込
締
切
＝
６
月
29
日
㈬

①
～
③
共
通

◦
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性
、
定
員

20
人
、
定
員
を
超
え
た
ら
抽
選
。

◦
申
込
受
付
時
間
＝
８
時
30
分
～

17
時
15
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
託
児
＝
生
後
６
か
月
～
就
学
前

の
お
子
さ
ん
。
申
込
時
に
要
予
約
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　
身
近
な
生
活
問
題
を
テ
ー
マ
に

学
習
し
ま
す
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
八

女
市
の
魅
力
・
文
化
」。
杣
の
里
、

茶
の
文
化
館
等
の
見
学
の
ほ
か
、

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮
・

24
日
㈮
、
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円

▽
会
員
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
弓
道
を
始
め
た
い
人
、
興
味
の

あ
る
人
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

道
具
が
な
く
て
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。
総
合
体
育
館
の
窓
口
で

申
込
用
紙
を
配
布
・
受
付
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
６
月
15
日
～
８
月
26
日
、

20
時
～
21
時
30
分（
水・金
20
回
位
）

◦
場
所
＝
八
女
市
弓
道
場

◦
参
加
費
＝
５
千
円
（
教
材
費
等
）

◦
申
込
締
切
＝
６
月
10
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
青
木
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
７
１
６
２
・
３
７
９
５
）

　
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
（
③

の
み
材
料
費
４
０
０
円
必
要
）

①
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

◦
日
時
＝
７
月
８
日
㈮
19
時
～
21
時

◦
申
込
締
切
＝
６
月
15
日
㈬

②
片
付
け
・
時
間
の
整
理
講
座

◦
日
時
＝
６
月
12
日
㈰
７
時
30
分

旧
北
山
公
民
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
山
下
城
跡・大
塚
古
墳・

男
ノ
子
　
※
参
加
自
由
（
無
料
）、

会
員
保
険
有
（
年
５
百
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
歩
こ
う
会

白
鳥
さ
ん
（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
今
回
は
「
発
達
障
が
い
と
は
？
」

と
題
し
、鳥
村
孝
子
さ
ん（
ハ
ッ
ピ
ー

マ
マ
く
ら
ぶ
代
表
）
の
講
演
。
参
加

無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
方
式
で
、
懐

か
し
い
歌
や
体
操
（
朝
が
来
た
）

等
々
、
健
康
づ
く
り
の
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
！

◦
日
時
＝
６
月
30
日
㈭
13
時
30
分
～

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
チ
ケ
ッ
ト
＝
５
０
０
円
（
お
り
な

す
八
女
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。
販

売
締
切
６
月
22
日
㈬
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
馬
場
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
７
５
３
６
・
１
８
６
４
）

▽
下
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
９
２

２
・
２
４
７
３
）

◦
日
時
＝
６
月
12
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局（
☎
２
２・

３
１
３
１
）
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
日
時
＝
６
月
12
日
㈰
８
時
～（
八

女
伝
統
工
芸
館
集
合
、
車
乗
り
合

わ
せ
で
黒
木
町
笠
原
へ
移
動
）

◦
コ
ー
ス
＝
え
が
お
の
森
周
辺
約
７

㌔（
雨
具
、水
筒
、タ
オ
ル
等
持
参
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
０

０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
９
７・５
８
１
３
）

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

第
10
回
歌
声
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
夏
！

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
歩
こ
う
会
健
康
ウ
オ
ー
ク

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
よ
う
学
級

（
政
治
学
級
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

弓
道
教
室

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

第
31
回 

地
域
活
動
講
演
会

女
性
の
た
め
の
チ
ャレ
ン
ジ
講
座

　八女市・広川町の小学生
が巨大迷路を製作。段ボー
ルを使った製作コーナーもあ
ります。みんなで遊びに来て
ください。
⃝日時＝6月19日㈰
　10時～15時
⃝場所＝八女市総合体育館
⃝参加費＝無料
⃝問い合わせ＝八女青年会
議所（☎24・4022）

迷
路
で

出
会
い
ま

ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

一般社団法人 八女青年会議所

教
室
・
講
座

　空き家を売りたい・貸し
たい人は、下記までお問い
合わせください。
⃝募集対象エリア＝八女市
全域
⃝問い合わせ＝地域振興課
定住対策係（☎24・8013）
⃝受付時間＝平日9時～16
時 30分※お越しの際は必
ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪
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題
や
悩
み
、
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相

談
も
行
い
ま
す
。（
※
相
談
無
料
、

予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
６
月
19
日
㈰
10
時
～
18

時
（
弁
護
士
相
談
は
15
時
～
17
時
）

◦
会
場
＝
西
鉄
久
留
米
駅
２
階
エ

マ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
メ
前

◦
内
容
＝
個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
の

面
接
相
談

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
筑
後
労

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・

３
０
・
１
０
３
４
）

　
受
験
資
格
や
試
験
実
施
要
項
な

ど
の
詳
細
お
よ
び
申
込
書
に
つ
い
て

は
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛
名

を
書
い
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
に
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
て

企
業
団
ま
で
郵
送 

③
企
業
団
各
構

成
団
体
窓
口
で
も
配
布

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
広
域

水
道
企
業
団
総
務
課

（
☎
０
９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
１
）

shttp://w
w

w.sfw
ater.co.jp

◦
受
験
資
格
＝
平
成
28
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い

な
い
人
お
よ
び
平
成
29
年
３
月
ま

で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
な
ど

　
相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
登
記
、

成
年
後
見
制
度
、
多
重
債
務
そ
の

他
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
優
先

◦
日
時
＝
６
月
18
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
星
野
支
所

１
階
大
集
会
室

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
前
日
ま
で

に
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
後
支
部

へ
（
☎
０
９
４
２・３
２・６
６
４
１
）

※
平
日
10
時
～
16
時

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の

パ
ワ
ハ
ラ
と
い
っ
た
働
く
上
で
の
問

税
務
職
員（
高
卒
業
程
度
）

県
南
広
域
水
道
企
業
団
職
員

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

は
福
岡
県
南
水
道
企
業
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
身
分
＝
地
方
公
務
員

◦
試
験
区
分
・
採
用
予
定
数
＝
事
務

１
人
（
大
学
卒
業
程
度
）、
電
気
ま

た
は
機
械
１
人
（
大
学
卒
業
程
度
）

◦
年
齢
要
件
等
＝
平
成
２
年
４
月
２

日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◦
試
験
＝
▽
１
次
試
験
７
月
24
日

㈰
（
久
留
米
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
）

▽
２
次
試
験
＝
８
月
31
日
㈬
（
県

南
広
域
水
道
企
業
団
）

◦
申
込
＝
６
月
13
日
㈪
～
６
月
24

日
㈮
※
受
験
申
込
書
を
企
業
団
へ

持
参
。
郵
送
可
、
６
月
24
日
消
印

有
効
（
〒
８
３
０
ー
０
０
６
２ 

久

留
米
市
荒
木
町
白
口
55
番
地
）

◦
申
込
書
＝
①
県
南
広
域
水
道
企

業
団
で
配
布 

②
郵
便
請
求
の
場
合

◦
受
付
期
間
＝

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
】
６
月
20

日
㈪
９
時
～
６
月
29
日
㈬
（
受
信

有
効
）
※
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

ア
ド
レ
ス
shttp://w

w
w.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

【
郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
】
６
月
20

日
㈪
～
６
月
22
日
㈬
（
６
月
22
日

㈬
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

※
申
込
書
の
提
出
先
は
希
望
す
る

第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事

院
地
方
事
務
局
（
所
）

◦
試
験
＝
▽
１
次
試
験
９
月
４
日

㈰
▽
２
次
試
験
10
月
12
日
㈬
～
10

月
21
日
㈮
の
う
ち
指
定
す
る
日

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署
総

務
課
（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）

　自然豊かな環境の中で集団生活を行い、野外調
理、自然体験、キャンプファイヤーなどを行います。
⃝対象＝市内在住または通学する小学5年生～中
学３年生
⃝期日＝８月10日㈬～12日㈮（２泊３日）
⃝定員＝60人（先着順）
⃝場所＝佐賀県北山少年自然の家
⃝参加費＝３５００円
⃝申込期間＝6月13日㈪～6月24日㈮
⃝受付時間＝8時30分～17時（土・日除く）
⃝申込方法＝電話にて先着順に受け付けます。
※キャンプミーティングを7月23日㈯10時から八
女文化会館にて行います。詳しくは学校を通じて
配付するチラシをご覧ください。

キラリ☆やめっ子サマーキャンプ

⃝申込・問い合わせ＝男女共同
参画・生涯学習課生涯学習係
　（☎２３・１３１８）

　世界文化遺産に登録された富士山に登り、その
美しさ、雄大さ、厳しさを体験してみませんか。
⃝日程＝7月28日㈭～7月30日㈯
⃝募集人数＝20人（希望者が多い場合は抽選）
⃝参加対象者＝八女市内に居住または通学する小
学４年生から中学３年生まで（ただし、参加者説明
会および練習登山に参加できる者に限ります）
⃝参加費＝35,000円
⃝募集期間＝6月6日㈪～6月24日㈮
⃝参加者説明会＝7月7日㈭19時～おりなす八女
はちひめホール
⃝練習登山＝7月16日㈯釈迦岳・御前岳を予定し
ています。※雨天時７月21日㈭

八女市スーパースクール
「富士登山２０１６」参加者募集！

　子ども会会員のリーダーおよび指導者を育成する
ため、イン・リーダーとジュニア・リーダーを募集します。
《イン・リーダー》
⃝対象＝市子連に加入する子ども会会員の小学４
～６年生
⃝内容＝一泊研修会、市子連事業に参画、リーダー
としての体験活動など。（修了者にはイン・リーダー
認定書を交付）
⃝申込期間＝6月15日㈬まで。※詳細および申込
方法については、各単位子ども会を通じて配付す
るチラシをご覧ください。
《ジュニア・リーダー》
⃝対象＝市内居住の中学生・高校生
⃝内容＝一泊研修会、市子連事業の企画・運営補
助など。各種研修にも参加できます。
⃝申込期間＝6月15日㈬まで。※詳細および申込
方法については問い合わせください。

八女市子ども会育成連絡協議会
イン・リーダー、ジュニア・リーダー

募集

試　

験
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ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
寡
婦
を
対
象
に
し
た
講
習
会
。

受
講
料
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代

等
の一部
と
し
て
自
己
負
担
あ
り
。

【
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
】

①
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定
エ
ク
セ
ル

２
０
１
０
（
定
員
20
人
）

◦
期
間
＝
７
月
８
日
㈮
～
８
月
30

日
㈫
18
時
30
分
～
21
時
（
平
日
夜

間
22
日
間
※
55
時
間
）

◦
自
己
負
担
＝
５
千
円
（
検
定
料
・

テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
）

②
調
剤
事
務
講
座
（
定
員
20
人
）

◦
期
間
＝
７
月
26
日
㈫
～
８
月
19

日
㈮
９
時
30
分
～
12
時
（
平
日
午

前
８
日
間
※
20
時
間
）

◦
自
己
負
担
＝
３
千
円
（
申
請
料
・

テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
）

①
②
共
通

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
託
児
＝
１
～
６
歳
、要
予
約
、無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り

親
家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
３
１
）

【
久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
】

③
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
講
座
（
久
留

米
市
）
※
定
員
15
人

◦
期
間
＝
６
月
11
日
㈯
～
７
月
30

日
㈯
９
時
30
分
～
12
時
30
分
（
土・

日
午
前
14
日
間
※
42
時
間
）

◦
自
己
負
担
＝
２
１
６
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

◦
開
催
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

④
調
剤
事
務
講
座
（
久
留
米
市
）

※
定
員
10
人

◦
期
間
＝
６
月
20
日
㈪
～
７
月
14

日
㈭
19
時
～
21
時
（
平
日
夜
間
８

日
間
※
16
時
間
）

◦
自
己
負
担
＝
６
４
８
０
円（
検
定
料
）

◦
開
催
場
所
＝
㈱
日
本
教
育
ク
リ

エ
イ
ト
久
留
米
校

⑤
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル
講
座（
筑
後
市
）

※
定
員
15
人

◦
期
間
＝
７
月
４
日
㈪
～
８
月
10

日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
30
分
（
平

日
午
後
14
日
間
※
42
時
間
）

◦
テ
キ
ス
ト
代
＝
２
１
６
０
円

◦
開
催
場
所
＝
サ
ン
コ
ア

⑥
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー（
久
留
米
市
）

▽
し
あ
わ
せ
家
計
セ
ミ
ナ
ー
＝
６
月

26
日
㈰
13
時
～
16
時

▽
私
ら
し
さ
再
発
見
セ
ミ
ナ
ー
＝
７

月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
開
催
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

③
～
⑥
共
通

◦
託
児
＝
１
～
６
歳
、要
予
約
、無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ

と
り
親
家
庭
等
就
労
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎・
O
０
９
４
２・３
２・

１
１
４
０
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
（
参
加
す
る
に
は
事
前

登
録
が
必
要
で
す
）。

◦
７
月
利
用
者
の
会
＝
６
月
18
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

【
狩
猟
免
許
試
験
】

　
福
岡
県
で
は
、
平
成
28
年
度
狩

猟
免
許
（
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
）

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

◦
試
験
日
＝
７
月
29
日
㈮

◦
試
験
会
場
＝
県
筑
後
農
林
事
務

所
（
筑
後
市
）

◦
申
込
期
限
＝
７
月
19
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
農
山
村
振
興
課

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
０
８
）

【
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会
】

◦
講
習
会
実
施
日
＝
６
月
12
日
㈰

◦
会
場
＝
小
郡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
猟
友
会

（
☎
２
３
・
４
４
２
２
）
▽
八
女
東

部
猟
友
会
（
☎
４
２
・
３
６
７
８
）

【
狩
猟
免
許
更
新
】

　
狩
猟
免
許
の
更
新
を
受
け
る
場

合
は
、
県
が
行
う
講
習
会
を
受
講

狩
猟
免
許
試
験
等

　１級河川星野川災害復旧
工事に伴い、平成 28 年 6 月
から下記地図の板付橋が通
行止めとなります。周辺住民
の皆さまには、大変ご迷惑を
おかけしますが、事業へのご
理解ご協力をお願いします。

◦板付橋工事予定期間＝
6 月～平成 29 年 10 月
※工事期間中通行できませ
んので、迂回をお願いします。

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

ひ
と
り
親
等
就
業
支
援
講
習
会

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦
講
習
会
開
催
日
／
場
所
＝

▽
７
月
６
日
㈬
／
立
花
市
民
セ
ン

タ
ー
（
申
込
期
限
６
月
27
日
㈪
）

▽
７
月
13
日
㈬
／
ま
い
ピ
ア
高
田

（
申
込
期
限
７
月
４
日
㈪
）

▽
７
月
20
日
㈬
／
筑
後
市
サ
ン
コ

ア
（
申
込
期
限
７
月
11
日
㈪
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
農
山
村
振
興
課

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
０
８
）

【椛島菖蒲園】
◦日時＝6/1㈬～ 6 月上旬◦場所＝
柳川市役所南の川下りコース◦問＝柳
川市観光課（☎ 0944・77・8563）

【筑後川フェスティバル in 大川】
◦日時 ＝ 6/11 ㈯ ～ 12 ㈰ 10:00 ～
16:00 ～〈昇開橋スタンプラリー（土
のみ）／えつ祭り（土日）／若津港
マルシェ（両日）〉◦場所＝筑後川
昇開橋展望公園◦問＝観光情報セン
ター（☎ 0944・87・0923）

【第 7 回ほたる火まつり】
◦日時＝6/3 ㈮・4 ㈯ 18:00 ～ 21:00
～◦場所＝みやま市かも川公園
◦問＝山川ほたる火まつり実行委員会

（☎ 0944・63・3955）

みやま市

大川市

柳川市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

就
業
支
援

　「ＨＩＶ検査普及週間」（６月１日～７日）にあわせ、多く
の人に相談・検査を受けていただけるよう、休日の臨時相談
検査を行います。臨時検査当日は、「エイズの迅速検査」を
行い、通常 1週間かかる検査結果が約 1時間程度で分かり
ます ( さらに詳しい検査が必要な場合があります）。検査は
無料・匿名で受けることができます。（秘密厳守）
⃝日時＝ 6 月12日㈰ 14 時～ 16 時
⃝検査項目＝HIV 検査（エイズ検査）
⃝場所・問い合わせ＝県南筑後保健福祉環境事務所 柳川本
庁舎 2 階（柳川市三橋町今古賀 8-1）☎ 0944・72・2812

板付橋
通行止

至 立花

まごころ会館

川崎小

至 八女市街 至 上陽

国
道
４
４
２
号
線

星野川

矢部川

板付橋通行止めのお知らせ

休日エイズ相談検査
無料
！

匿名
！



広報やめ　2016.6.123

火災出火件数  2件 （6件）
救急出動件数 265件 （1,091件）
救急搬送人数 256人 （1,054人）

人身事故発生件数 34件 （152件）
傷　　者 50人 （217人）
死　　者 1人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,812 (-73)
男 30,966  (-30)
女 34,846  (-43)

世帯数 24,518  (+21)
　※（　）内は前月比

出生 27 人 死亡 72人
転入 298 人 転出 326人

◦市県民税（1 期）
◦住宅使用料（6 月）◦保育料（6 月）
◦水道料金・下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動

納期限・口座振替日は6月30日㈭
※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

6月に
納める
もの

無料法律相談
◦ 6 月16日㈭ 、7 月7日㈭ ／ 相談13:00
　～ 16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 6 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 6 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3629
◦ 6 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦6月9日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦6月20日㈪ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦6月21日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦6月1日 ㈬13:00 ～ 16:00/社会福祉会館、地
域福祉センター（上陽）、ふじの里（黒木）、立花
市民センター、そよかぜ（星野）、矢部公民館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦6月2日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦6月14日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月1日㈬ 、15日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月6日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦6月1日㈬ 13:00 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦6月8日㈬9:00 ～ 12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月10日㈮ 13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
◦6月17日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月1日㈬、15日㈬、29㈬、13:30 ～
　16:00 ／社会福祉会館
◦6月1日㈬、15日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦6月8日㈬、22日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月8日㈬、22日㈬ 9:30 ～ 12:00
　 ／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦6月3日㈮ 13:00～15:00/八女商工会議所
定例税務相談会
◦6月13日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦6月20日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦6月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所203会議室
◦6月9日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月10日㈮・21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月21日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦6月9日㈭ 11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦6月23日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30～ 17:15／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日9:30 ～ 16:00/市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役

所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦6月21日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市役所
　消費生活相談窓口※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ



▼
散
歩
に
出
か
け
た
宵
の
口
、

川
辺
を
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
光

を
見
つ
け
ま
し
た
。
広
報
紙
が

皆
様
の
元
に
届
く
頃
に
は
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞

が
楽
し
め
る
こ
と
を
期
待
し
て

ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
梅
収
穫
の
取
材
で
、
は
る
か

平
安
時
代
か
ら
『
申
年
の
梅
は

健
康
に
良
い
』
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

今
年
は
申
年
。
八
女
産
の
お
い

し
い
梅
を
食
べ
て
暑
い
夏
を
乗

り
切
り
ま
す
！
（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
熊
本
県
の
営
業
部
長
兼
し
あ

わ
せ
部
長
の
く
ま
モ
ン
さ
ん
。多

く
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。「
広
報

や
め
」
も
、く
ま
モ
ン
さ
ん
を
応

援
し
て
い
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

おたんじょうびおめでとう

これからもお姉ちゃんと
仲良く元気いっぱい大きく
育ってね！

叶真くん１歳おめでとう♡
これからもたくさん遊んで
大きくなーれ。

とにかく可愛い瑠理ちゃん
１歳おめでとう！大好きだ
よ♡

お誕生日おめでとう！甘え
ん坊のそうくん♡元気に大
きくなあれ♪

１歳おめでとう！たくさん
食べて元気いっぱいに大き
く育ってね！

元気いっぱいのたっちゃ
ん！！のびのびとたくましく
育ってね！！

１歳♡おめでとう！！これ
からもかわいい笑顔でみん
なを癒やしてね♡

大きな声で元気いっぱい。
我が家のアイドル。いつも
笑顔で癒やされてるよ。

いつもニコニコ癒しのれん
ちゃん！三兄弟たくましく
育ってネッ♡

祝1歳♡お姉ちゃんと仲良
く元気いっぱい育ってね。

1歳おめでとう♡ニコニコ
笑顔のりりちゃんが大好き
だよ♡大きくなぁれ♡

猪口 聡
そ う た ろ う

太朗ちゃん 蒲原 叶
と う ま

真ちゃん

三角 瑠
る り

璃ちゃん

丸山 想
そ う ま

真ちゃん

中島 旭
あ さ ひ

陽ちゃん

森松 竜
たつひこ

彦ちゃん

石橋 美
み ん と

音ちゃん 馬渡 心
こ こ み

望ちゃん

古川 廉
れ ん た ろ う

太郎ちゃん

堀下 実
み さ と

里ちゃん

堀江 徠
り り あ

愛ちゃん

Ｈ27年6月18日生（立花町） Ｈ27年6月18日生（岩崎）

Ｈ27年6月2日生（立野）

Ｈ27年6月18日生（稲富）

Ｈ27年6月4日生（納楚）

Ｈ27年6月24日生（星野村）

Ｈ27年6月6日生（蒲原） Ｈ27年6月14日生（長野）

Ｈ27年6月15日生（岩崎）

Ｈ27年6月11日生（本）

Ｈ27年6月17日生（蒲原）

とうくん♡１歳おめでとう
♡兄弟なかよく元気いっぱ
い大きくなってね！！

井上 橙
と う や

哉ちゃん

Ｈ27年6月6日生（津江）

弦之介が笑うと私達は何倍
も笑顔になれるよ。☆1歳
おめでとう☆

お姉ちゃんの真似っこをす
るのが大好き！！これからも
仲良く元気に大きな～れ☆

太陽のような元気いっぱい
の笑顔の陽ちゃん♡大好き
だよ♡

お誕生日おめでとう♡元気
いっぱい大きくなあれ♪だ
いすきだよ♡

横溝 弦
げ ん の す け

之介ちゃん 江頭 杏
あん

ちゃん服部 陽
ひ ろ と

斗ちゃん 井上 穂
ほ の か

香ちゃん

Ｈ27年6月27日生（矢部村） Ｈ27年6月28日生（吉田）Ｈ27年6月25日生（忠見） Ｈ27年6月27日生（本町）

「熊本地震
   への支援」

㉛市長コラム

  「
熊
本
地
震
」
発
生
か
ら
一
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な
り
、
住
宅
の
損
壊
、
そ
の
他
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
地
震
は
地
域

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
報
道
で
は
、
５
月
16
日
時
点
で
今
も

な
お
１
万
人
を
超
え
る
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
地
震
で
「
日
常
」
を
奪
わ
れ
た
被
災
者
の
悩
み
や
悲
し
み
を
思

う
と
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。
▼
地
震
発
生
以
降
、
八
女
市
で
は
い
ち
早

く
募
金
活
動
、
支
援
物
資
の
収
集
・
搬
送
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
支
援
物

資
に
つ
い
て
は
、
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
こ
れ

ま
で
に
熊
本
市
、
菊
池
市
、
南
小
国
町
、
高
森
町
、
西
原
村
な
ど
に
送
り

届
け
て
い
ま
す
。
▼
人
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
４
月
22
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
職
員
６
名
を
益
城
町
に
派
遣
し
人
手
が
不
足
し
て
い
る
避
難
所
の
運
営

支
援
を
行
い
、
ま
た
５
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
は
罹
災
証
明
書
発
行

に
伴
う
家
屋
調
査
員
と
し
て
菊
陽
町
に
職
員
４
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
私

も
４
月
24
日
に
益
城
町
災
害
対
策
本
部
を
訪
問
し
、
西
村
博
則
町
長
か
ら

被
害
状
況
や
現
地
で
の
課
題
な
ど
、
生
の
声
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
そ
の
他
に
も
市
営

住
宅
へ
の
一
時
入
居
等
に
よ
る
住
宅
支
援
、
入
浴
施
設
の
無
料
開
放
、
小

中
学
校
へ
の
受
け
入
れ
、
ご
み
・
し
尿
処
理
の
協
力
等
、
こ
れ
か
ら
被
災

地
の
状
況
を
見
な
が
ら
様
々
な
形
で
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
▼
八
女
市
は
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
の
際
に
全
国
か
ら
多

大
な
る
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

ご
恩
返
し
の
意
味
で
も
、
こ
の
時
こ
そ
私

た
ち
が
全
力
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
復
旧
支
援
に

つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視
点
で
支
援
の
輪

を
広
げ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
5
月
17
日
執
筆
）

　
益城町災害対策本部を訪問

満1歳のお子さまの写真を募集しています
（ただし、市内に住民登録があるか実際に
住んでいる人に限る）。氏名・生年月日・
住所・簡単なコメント（30字以内）を添
えて、誕生日前月の7日までに直接お持ち
いただくか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となります。
◦申し込み＝秘書広報課秘書広報係
（☎23・1110）

▼
散
歩
に
出
か
け
た
宵
の
口
、

川
辺
を
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
の
光

を
見
つ
け
ま
し
た
。
広
報
紙
が

皆
様
の
元
に
届
く
頃
に
は
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞

が
楽
し
め
る
こ
と
を
期
待
し
て

ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
梅
収
穫
の
取
材
で
、
は
る
か

平
安
時
代
か
ら
『
申
年
の
梅
は

健
康
に
良
い
』
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

今
年
は
申
年
。
八
女
産
の
お
い

し
い
梅
を
食
べ
て
暑
い
夏
を
乗

り
切
り
ま
す
！
（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
熊
本
県
の
営
業
部
長
兼
し
あ

わ
せ
部
長
の
く
ま
モ
ン
さ
ん
。多

く
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。「
広
報

や
め
」
も
、く
ま
モ
ン
さ
ん
を
応

援
し
て
い
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）
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